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ソフトテニスの普及振興、国民の心身の健全な発展への寄与を目的とし、「ソフトテニスの普及振興事

業」「ソフトテニスの競技力向上事業」「ソフトテニスの国際振興事業」に係わる事業を積極的かつ効果的

に実施した。 

 

 

Ⅰ．ソフトテニスの普及振興事業 

１．大会開催および運営に関する事項 

 （１）主催および共催大会を大会要項に基づき実施した。〈別表 1〉（都道府県対抗全国中学生

   大会女子個人戦については雨天により途中中止） 

 （２）新型コロナウィルス感染症の５類移行に伴い「ソフトテニス大会等の再開における感染拡大

   予防ガイドライン」を廃止した。 

 （３）今年度より３年間、東京固定で全日本選手権大会実施を決定したが、引き続き固定化に向

   けて調整していく。 

 （４）大会運営についての各加盟団体から寄せられた要望や意見を競技委員会で検討し、引き

   続き今後の運営に活かすこととした。 

 （５）令和 6 年度以降の国民スポーツ大会は、従来通りの方式で実施、ＳＴリーグの運営方式に

   ついては、引き続き検討を行う。 

 （６）令和6年度以降、全日本小学生選手権大会の参加選手旅費補助を定額補助に切り替え、

   令和 7年度をもって終了する。 

 

２．地域大会の支援 

地域等における競技会開催の支援として補助金を交付した。〈別表 2〉 

 

３．加盟団体への支援 

（１）地域クラブ、ジュニアクラブ等へ育成および運営支援のための会員登録料還元を実施した。

（会員登録料より、一般 20％、大学 20％、高校生 10％、高専 10％、中学生 20％、小学生

50％の率で助成） 

（２）各加盟団体事業を推進するための支援として補助金を交付した。 

 ①小学生大会への補助（44都道府県） 

 ②中学生大会への補助（45都道府県） 

 ③ソフトテニス愛好者増加対策事業への補助（47都道府県） 

 ④ナショナルチーム選手を派遣し、地域のソフトテニス振興と競技力向上への支援を行った。

〈別表 3〉 

（３）令和 5年度より中学校運動部活動の地域移行の「改革推進期間」が開始されたことから、地

域クラブの設置を推進するため、喫緊の課題である「指導者の質と量」を確保することを目的

に以下の支援事業を実施した。 

 ①(公財)日本ソフトテニス連盟公認 2級審判員の資格取得の推進 

  ・香川県、岡山県、石川県へ助成金を交付した。 

 ② (公財)日本ソフトテニス連盟公認技術等級 2級以上の資格取得の推進 

 ③ (公財)日本スポーツ協会公認スタートコーチ及びコーチ 1の資格取得の推進 

 ・秋田県、香川県、長崎県、新潟県へ助成金を交付した。 

  

   （４）運動部活動の地域移行への具体的な取組 

 ①生涯スポーツ委員会との共同事業として「中学校運動部活動の地域移行に関する意見交換
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  会兼中学生指導者研修会」を開催した。(大阪府：11/4-5)。 

 ②「Mission・Vision・Value」に基づく「Action Plan」を策定し、理事会及び評議員会で承認され

  た。 

 

４．広報活動の推進 

（１）天皇賜杯皇后賜杯全日本選手権大会の NHK放映を行い、当連盟公式 YouTubeチャンネル

を活用し主催大会のライブ配信を実施した。 

（２）当連盟公式 Twitter、Instagramの SNSを活用し大会情報等の即時性のある情報発信を実施し

た。 

（３）機関誌および会員報の有効的活用法を検討した。機関誌のデジタル化へ向けて令和 6年 4

月号からホームページに掲載できるように構築し準備した。 

 令和 5年度購読者 支部購読 918名 個人購読 69名 

 (令和４年度購読者 支部購読 938 名 個人購読 82 名) 

 

５．各種資格等の制度推進と認定 

（１）技術等級および指導等級制度に基づいた資格認定を行った。〈別表 4〉〈別表 5〉 

（２）全加盟団体統一の 2級審判員検定会・研修会用試験問題を作成した。 

（３）大会参加の資格要件として技術等級資格が定められていない大会においても、資格取得が望

ましいとして要項記載を推進し、技術等級の有資格者の増加を図った。 

（４）各大会において取得できる技術等級資格を各個人でも確認することができる「等級認定検索

システム」をホームページに記載し、申請をよりスムーズに行うことができるよう有資格者の増加

を図った。 

（５）1級審判員の養成のため、検定会（新規取得）・研修会（資格更新）を行った。〈別表 6〉 

（６）ソフトテニスハンドブック、採点票等を販売した。〈別表 7〉 

（７）日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度有資格者の増加を図るために、養成講習会を実

施した。 

 ①コーチ 2養成講習会（東京都） 

 ②コーチ１養成講習会（山梨県、秋田県、新潟県、長野県、富山県、福井県、愛知県、兵庫県、

   山口県、香川県、福岡県、長崎県、大分県） 

 ③スタートコーチ養成講習会（秋田県） 

 

６．各種表彰、顕彰事業の実施 

（１）規程に基づき大会入賞者を表彰した。 

（２）本部功労及び各支部から推薦の功労者・優良団体の表彰を行った。〈別冊：表彰者名簿〉 

 ①本部功労者  1名 

 ②支部功労者  89名 

 ③優良団体  39団体 

（３）必要に応じて表彰規程を一部改正した。ランキングについては表彰制度とは別に制定すること

とし、競技委員会において「全日本ランキング制定基準」を定めた。 

 

７．用具・用品・施設の公認  

愛好者・競技者が安全で快適にプレーできるように、公認基準の見直しを含めて検討した。 
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（１） 公認事業者の退会 

事業者名：住友ゴム工業株式会社（シューズ） 

（２）公認事業者の新規 

  事業者名：落合コーポレーション（ラケット） 

（３）公認事業者の更新 

   令和 5年度公認事業者一覧は〈別表 8〉のとおり。 

（４）ラケットの証紙、ネットの証布を発行した。〈別表 9〉 

（５）公認事業者より申請されたラケット１５機種を公認した。 

 

８．傷害補償制度の推進 

 傷害補償制度について検証を行い制度の見直しを検討した。 

 会員登録傷害補償要領に規定されている、「傷害事故発生から 30 日以内に報告するものと

 する。」について、期限切れ申請が 1件あったため、周知の必要性があると評価した。 

 

９．競技人口の増加対策の検討 

  (１)運動部活動地域移行に伴う中学生クラブ化による活動範囲および新たな地域スポーツに向

   けて検討することとした。 

    (２)コロナ禍後の登録状況について、現状を把握した。令和８年８月以降の中体連の部活動完

   全地域移行を見据えた情報収集と共有を引き続き行っていく。 

 

１０．医科学研究事業の推進 

（１）大会会場においてトレーナーブースを開設し、参加選手の身体ケアとコンディショニングに取り

組んだ。第 30回全日本シングルス選手権大会(岡山県:5/13-14)、第 4回全日本ミックスダブ

ルス選手権大会 (熊本県 :6/10-11)、第  78 回全日本ソフトテニス選手権大会（東京

都:11/18-19）で実施した。 

（２）第 6回トレーナー研修会を横浜市医科学センターで開催した。(神奈川県：3/23)  

 

１１．アンチ・ドーピング活動の推進 

アンチ・ドーピングに関する以下の教育・啓発活動を行った。 

（１）ドーピング検査：第 77回全日本選手権大会（東京都：11/19） 

（２）アウトリーチ活動 

① 第 40回全日本小学生選手権大会（兵庫県 8/5-6）  

② 第 78 回全日本ソフトテニス選手権大会（東京都 11/18-19） 

（３）大会要項、機関誌「Soft Tennis」、ホームページ等への情報掲載 

（４）国際連盟からの RTP(登録検査対象者リスト)選手指定に対しての登録作業のサポート 

 

１２．「テニスパーク棚倉」の活用について 

 本連盟所有施設である「テニスパーク棚倉」について、コートの貸し出しや競技力向上事業な

 ど、ソフトテニスの普及振興に活用した。 

 

１３．全国的な指導者研修会の実施 

 生涯スポーツ委員会と運動部活動地域移行推進委員会の合同開催で、各都道府県連盟の地
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 域移行への中心的役員および中学校指導者が参集し意見交換会を行った。(大阪府：11/4-5) 

 

 

Ⅱ．ソフトテニスの競技力向上事業 

１．競技力向上の推進 

（１）競技者育成プログラムの推進 

 ①新型コロナウイルス感染症が「5類感染症」に変わる中、感染拡大防止策を講じながら実施し

   た。〈別表 10〉 

 ②競技者育成プログラムの制度および経費削減について、参加人数の削減及び参加者に宿

   泊費・交通費（半額）について受益者負担を求めた。 

 ③カテゴリーU-20について、ナショナルチームに一番近いカテゴリーと位置づけ、名称を U-21

   に変更し選考方法を選考基準大会からの実績等に改定した。 

（２）強化合宿の実施 

ナショナルチーム、全日本アンダーチームの強化合宿を（公財）日本オリンピック委員会より

助成金の交付を受けて実施した。〈別表 11、25〉 

（３）実施した強化合宿 28件のうち、6件は「テニスパーク棚倉」を活用し、テニスパーク棚倉にトレ

 ーニング用具を揃え課題であるウエイトトレーニングも行った。 

（４）国際大会等、海外への選手等の派遣を行った。 

 ①2023 コリアカップ(韓国・仁川広域市 6/15-20) 

 ②第 19回アジア競技大会(2022/杭州)（中国・杭州市 10/3-7） 

（５）強化スタッフの大会視察派遣 

 強化スタッフの大会視察派遣を行った。〈別表 12〉 

（６）全日本チーム合宿でメディカルチェック・栄養指導・アンチ・ドーピング教育講義を対面・リモー

 トで行った。 

（７）アジア大会代表チームの情報収集・分析サポートを行ない，全日本チームへのフィードバック

 も行った。 

（８）令和 5年度医科学研究報告書を作成した 

（９）全日本チーム各カテゴリー合宿および TSC 事業における講義を通じて，アスリートマインドの

 醸成を図った。 

 

２．ソフトテニスの指導者育成 

 指導者の資質と指導力の向上を図り、指導者の活動促進と指導体制の確立を図ることを目的

に次の事業を行った。 

（１）積極的に指導者養成講習会（15会場）を行い、公認スポーツ指導者の拡大を図った。 

（２）コーチデベロッパーによるスタートコーチ共通科目 

   講師養成講習会を実施し、養成事業の促進に繋げた。 

 （３）運動部活動地域移行推進委員会と連携し運動部活動の地域移行に伴うソフトテニスの

   普及と指導者活用について検討を行った。 

 （４）日本ソフトテニス連盟に開設した「JSPO指導者マッチングサイト」を活用して、希望に沿える

   指導者を紹介出来るシステムの推進を図った。 

 （５）指導教本の改訂は、発行から 10 年が経過した機会を捉えて、最新の内容にすべく改訂に

   着手した。 

 

  ３．全国的な指導者研修会の実施 
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 生涯スポーツ委員会と運動部活動地域移行推進委員会の合同開催で各都道府県連盟の部

 活動地域移行への中心的役員および中学校指導者が参集し意見交換会を行った。(大阪府：

 11/4-5) 

 

 

Ⅲ．ソフトテニスの国際振興事業 

（１） 国際ソフトテニス連盟（ISTF）内での日本ソフトテニス連盟からの役員、委員長、委員等のポジ

ション確保を行い、国際普及活動への関与を深めていく布石を打った。 

（２）現在の国際情勢を踏まえ中断しているが、中近東地域への用具・用品の提供の準備を進めた。 

（３）第 19 回アジア競技大会(2022/杭州)、及び韓国 2023 コリアカップへの選手派遣を行った。国

際普及用の動画の作成作業に入った。2024年度初めに完成し、世界に発信していく。 

（４）オリンピック参入の前提条件となる ARISF（IOC 承認国際競技連盟連合）への参加条件の調査

を進めた。引き続き調査を継続する。愛知・名古屋アジア競技大会での参加国を増やすべく、

杭州アジア競技大会非参加国でのソフトテニス普及推進活動を開始した。 

 

 

 

〔各事業を推進するための組織と財政の強化、共通施策〕 

 組織と財政の強化、組織の健全運営のための共通施策として、次の事業を実施した。 

 

１．青少年の健全育成および環境への取り組み 

（１）日本連盟主催大会（全国小学生等）での現場巡回にて、フェアプレーとマナーについて参加

  者への意識向上を図ることが出来た。 

（２） 環境への取組 

 環境宣言・フェアプレイ宣言の横断幕を主催大会等で掲示した。 

（３） 日連ホームページに掲載している「ソフトテニスマナーＢＯＯＫ」の内容をジュニア世代のプレー
ヤーから保護者にも啓発するため大会プログラムへ「マナーブック抜粋版」を掲載するよう指導

した。 

（４） 選手を中心に競技関係者（コーチ・トレーナー等）の連携とコーチ資格取得の推進をした。 

（５） 大会プログラムへの環境ポスター掲載の継続推進をした。 

 

２．暴力根絶の徹底 

 ＪＯＣのＮＦ総合支援センターが主催するコンプライアンス研修会を利用し、当連盟の役職員に

 対するコンプライ研修を実施した。 

 

３．体制の強化  

（１）ガバナンスコードの項目ごとの進捗状況を確認するため、各担当委員会等にフォローアップシ  

 ートによる点検作業を依頼し、取りまとめたうえで、10 月末に自己説明をホームページに公表し

 た。 

（２）次期役員改選においてガバナンスコードに対応した役員構成を実現するため、役員選出規程

 の改正を検討し、理事会・評議員会の決議を経て施行した。 

 

４．会員登録制度の推進 

 運営基盤の確立競技と人口把握のため会員登録制度の検証と見直しについて次年度への継

 続審議とした。 
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５．財務計画の策定と財源確保 

 財務委員会で財務計画について意見交換を行った。昨年度に引き続き 3 社とのスポンサー契

 約継続を実現した。 

 

６．中期基本計画での重要課題とした中学校運動部活動について、運動部活動地域移行推進委員

会において、具体的な施策について関係委員会と協議するとともに、都道府県連盟の担当者が一

堂に会し情報共有・意見交換する機会を設け、地域移行推進計画を策定した。長期基本計画の

実現に向け、国際委員会と情報共有した。 

 

 

〔庶務事項〕 

１．会議等の開催に関する事項 

（１）評議員会〈別表 13〉 

（２）理事会〈別表 14〉 

（３）業務執行理事会議/常務理事会議〈別表 15〉 

（５）専門委員会・部会〈別表 16〉 

（６）役員選考委員会〈別表 17〉 

 

２．役員・事務局職員等に関する事項 〈別冊：役員・職員等名簿〉 

 

３．会員登録に関する事項 

会員登録数は〈別表 18〉のとおり。 

 

４．分担金に関する事項 

（１）支部分担金  一律 150,000円×50 支部  7,500,000円 

（２）会員登録料は〈別表 19〉のとおり。  

（３）維持会費    

ア．公認メーカー 〈別表 20〉 

イ．施設業者    〈別表 21〉 

ウ．一般       〈別表 22〉 

 

５．補助金・助成金等に関する事項 

（１）補助金    〈別表 23〉 

（２）助成金    〈別表 24〉 

（３）交付金    〈別表 25〉 

（４）委託金    〈別表 26〉 

 

６．協賛金・寄付金に関する事項 
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（１）協賛金   〈別表 27〉 

（２）寄付金   〈別表 28〉 

 

７．傷害補償制度の給付金に関する事項〈別表 29〉 
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〈別表 1〉 

主催大会 開 催 地 日       程 

第 30 回 全日本シングルス選手権大会 岡山県備前市 令和 5 年 5 月 13 日 (土) ・ 14 日 (日) 

第 4 回 全日本ミックスダブルス選手権大会 熊本県熊本市 令和 5 年 6 月 10 日 (土) ・ 11 日 (日) 

男子第 68 回・女子第 67 回全日本実業団選手権大会 佐賀県唐津市 令和 5 年 7 月 28 日 (金) ～ 30 日 (日) 

第 40 回 全日本小学生選手権大会 兵庫県神戸市 令和 5 年 8 月 3 日 (木) ～ 6 日 (日) 

第 51 回 全日本社会人選手権大会 福岡県福岡市 令和 5 年 9 月 2 日 (土) ・ 3 日 (日) 

JOC ジュニアオリンピックカップ/ 

第 30 回 全日本ジュニア選手権大会 
広島県広島市 令和 5 年 9 月 30 日 (土) ・10 月 1 日 (日) 

第 27 回 全日本シニア選手権大会 
静岡県静岡市 

浜松市 
令和 5 年 9 月 23 日 (土) ・ 24 日 (日) 

第 1 回 ＳＴリーグⅡ 京都府福知山市 令和 5 年 10 月 20 日 (金) ～ 22 日 (日) 

第 30 回 全日本クラブ選手権大会 千葉県白子町 令和 5 年 10 月 21 日 (土) ・ 22 日 (日) 

第 78 回 天皇賜杯・皇后賜杯全日本選手権大会 東京都江東区 令和 5 年 11 月 17 日 (金) ～ 19 日 (日) 

第 1 回 ＳＴリーグ 愛知県豊橋市 令和 5 年 11 月 30 日 (木) ～12 月 3 日 (日) 

ＳＴリーグ／プレーオフ 広島県福山市 令和 5 年 12 月 22 日 (土) ～24 日 (日) 

第 69 回 全日本インドア選手権大会 大阪府大阪市 令和 6 年 1 月 28 日 (日) 

 

共催大会 開 催 地 日       程 

第 52 回 ハイスクールジャパンカップ 北海道苫小牧市 令和 5 年 6 月 15 日 (木) ～ 18 日 (日) 

西日本シニア選手権大会 
山口県宇部市・

周南市 
令和 5 年 6 月 24 日 (土) ・ 25 日 (日) 

第 77 回 西日本選手権大会 
岡山県備前市・

岡山市 
令和 5 年 7 月 8 日 (土) ・ 9 日 (日) 

第 78 回 東日本選手権大会 （中止） 
秋田県秋田市・

大仙市・横手市 
令和 5 年 7 月 15 日 (土) ・ 16 日 (日) 

全日本高校選手権大会（男子） 北海道苫小牧市 令和 5 年 7 月 22 日 (土) ～ 25 日 (火) 

全日本高校選手権大会（女子） 北海道苫小牧市 令和 5 年 7 月 26 日 (水) ～ 29 日 (土) 

第 50 回 全日本レディース大会（個人戦） 
香川県高松市 

他 
令和 5 年 7 月 28 日 (土) ・ 29 日 (日) 

第 54 回 全国中学校大会 愛媛県今治市 令和 5 年 8 月 21 日 (月) ～ 23 日 (水) 

第 44 回 全日本レディース決勝大会（団体戦） 愛知県一宮市 令和 5 年 8 月 22 日 (火) ～ 24 日 (木) 

全日本学生選手権大会 
石川県七尾市・

能登町 
令和 5 年 9 月 1 日 (金) ～ 7 日(木) 

日本スポーツマスターズ 2023 福井県越前市 令和 5 年 9 月 15 日 (金) ～ 17 日 (日) 

第 3 回 全日本レディース決勝大会（シニアの部） 千葉県千葉市 令和 5 年 10 月 10 日 (火) ～ 12 日 (木) 

第 78 回 国民体育大会 鹿児島県鹿児島市 令和 5 年 10 月 12 日 (金) ～ 16 日 (月) 

第 18 回 ジュニアジャパンカップ 

「競技者育成プログラム（Step-4）」 
宮崎県宮崎市 令和 5 年 11 月 24 日 (金) ～ 27 日 (月) 

第 4 回 平和カップひろしま国際大会 広島県広島市 令和 6 年 3 月 9 日 (土) ・ 10 日 (日) 

第 35 回 都道府県対抗全日本中学生大会 三重県伊勢市 令和 6 年 3 月 26 日 (火) ～ 28 日 (木) 

第 49 回 全日本高校選抜大会 愛知県名古屋市 令和 6 年 3 月 28 日 (木) ～ 30 日 (土) 

第 23 回 全国小学生大会 千葉県白子町 令和 6 年 3 月 29 日 (金) ～ 31 日 (日) 
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国際大会 開 催 地 日       程 

第 31 回 日・韓・中ジュニア交流競技大会 日本 令和 5 年 8 月 24 日 (木) ～ 27 日 (日) 

第 19 回 アジア競技大会 中国 杭州 令和 5 年 9 月 23 日 (土) ～ 10 月 8 日 (日) 

 

その他 開 催 地 日       程 

第 35 回 ねんりんピック 2023 愛媛県大洲市 令和 5 年 10 月 28 日 (土) ～ 31 日(火) 
 

（注）大会参加者数は 〈別表 30〉に掲載 

 

〈別表 2〉 

地域等における競技会開催補助 

事業名 補助金額 

9 地区選手権大会 9 地区×200,000 円 

地区高校選抜大会 9 地区×100,000 円 

地区中学選手権大会 9 地区×100,000 円 

全日本シニア東西対抗大会 400,000 円 

全日本学生同好会大会 200,000 円 

 

〈別表 3〉 

ナショナルチーム選手派遣事業（敬称略） 

派遣先 期日 派遣選手名 

愛媛県 令和 5 年 2 月 3 日・4 日 橋場柊一郎、菊山太陽 

北海道 令和 5 年 2 月 10 日・11 日 米川結翔、荒木駿 

 

〈別表 4〉                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                      

技術等級認定者数                                                   （数値：名） 

等級 
名誉 

指導員 
Ma Ex S-Ex Sp S-Sp 1 級 2 級 3 級 4 級 計 

令和 5 年度 0 1 117 4 367 13 307 1,579 1,664 1,416 5,468 

令和 4 年度 0 0 74 22 300 143 264 1,001 1,661 1,734 5,199 

（注）令和 5 年度都道府県別認定者数は 〈別表 31〉に掲載 

 

〈別表 5〉 

公認審判員の認定を次のとおり行った。                                      （数値：名） 

 平成 30 年度 令和元年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度 令和 5 年度 

マスターレフェリー 40 58 41 57 41 55 

マスターアンパイヤー 87 62 80 85 69 68 

1 級 284 223 258 201 214 305 

２
級 

新規（一般・高校） 17,421 16,689 11,455 13,453 15,480 14,121 

更新（一般） 5,036 5,274 5,361 5,857 5,172 4,845 

移行（高校） 8,606 8,149 7,461 7,318 7,887 5,557 

ジュニア 36,721 36,068 24,594 34,879 28,508 38,243 

計 68,195 66,523 49,250    61,850  57,371 63,194 

（注）令和 5 年度都道府県別認定者数は 〈別表 32〉に掲載 
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〈別表 6〉 

1 級審判員の検定会・研修会 

 実施期日 会場 参加者 

検定会 
令和 5 年 7 月 1 日（土）、2 日（日） 愛媛県・今治市営スポーツパークテニスコート 36 名 

令和 6 年 1 月 13 日（土）、14 日（日） 東京都・東京体育館 58 名 

研修会 

令和 5 年 7 月 2 日（日） 愛媛県・今治市営スポーツパーク 13 名 

令和 5 年 12 月 17 日(日) 北海道・北海道立野幌総合運動公園体育館 11 名 

令和 6 年 1 月 14 日(日) 大分県・日田市総合体育館 20 名 

令和 6 年 1 月 21 日(日) 新潟県・上越市総合体育館 30 名 

令和 6 年 1 月 21 日(日) 岐阜県・多治見市総合体育館 22 名 

令和 6 年 1 月 21 日(日) 岡山県・玉島の森体育館 35 名 

令和 6 年 1 月 27 日(土) 群馬県・安中しんくみスポーツセンター総合体育館 44 名 

令和 6 年 2 月 4 日(日) 兵庫県・神戸市立科学技術高等学校 42 名 

令和 6 年 2 月 12 日(祝・月) 宮城県・仙台市青葉体育館 38 名 

 

〈別表 7〉 

ソフトテニスハンドブック、ジュニア審判マニュアル等                                （数値：冊/枚） 

年 度 
ソフトテニス 

ハンドブック 
採点票 オーダー票 イエローカード等 

ジュニア審判 

マニュアル 

令和 5 年度 22,040 2,583 720 22,054 48,600 

令和 4 年度    21,446    2,809 1,157    21,446    34,700 

 

〈別表 8〉 
公認事業者名（用具用品） 

 対象 公認メーカー 

用具用品 ラケット 6 社 ミズノ・ヨネックス・ゴーセン・住友ゴム工業・グローブライド・アルペン 

ボール 3 社 昭和ホールディングス・ナガセケンコー・住友ゴム工業 

ネット 10 社 
鐘屋産業・アシックスジャパン・寺西喜商店・ミセキネット・ 

昭和ホールディングス・高須賀・テイエヌネット・鵜沢ネット・豊貿易・カスミ 

ストリング 4 社 ゴーセン・トアルソン・ヨネックス・ミズノ 

ユニフォーム 7 社 
ミズノ・昭和ホールディングス・ヨネックス・ゴーセン・アシックスジャパン・住友ゴム

工業・プーマジャパン 

シューズ 9 社 
アシックスジャパン・ヨネックス・住友ゴム工業・ミズノ・グローブライド・ゴールドウィ

ン・ニューバランスジャパン・アメアスポーツジャパン・アルペン 

施設・製造 砂入り人工芝 

製造業者 6 社 

住友ゴム工業・積水樹脂・東レアムテックス・MCC スポーツ・大嘉産業 

泉州敷物 

 

〈別表 9〉 

ラケットの証紙およびネット証布の発行                                   （数値：枚） 

年 度 平成 30 年度 令和元年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度 令和 5 年度 

ラケット証紙 314,180 333,465 237,580 331,570 289,110 288,350 

ネット証布 2,150 3,030 2,200 2,550 3,050 1,700 
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〈別表 10〉 

競技者育成プログラム Step-3 

ブロック名 期 日 
参加 

選手数 

各支部

代表 

カテゴリー別 

指導者 

ブロック 

運営委員 
データ 

管 理 

日本連盟 

運営委員 
総計 

北海道･東北(宮城県･仙台市)  8/25～8/27 82 人 7 人 28 人 2 人 4 人 2 人 125 人 

関  東  (埼 玉 県 ･熊 谷 市 ) 8/25～8/27 94 人 8 人 32 人 3 人 4 人 2 人 143 人 

北信越  (富山県･高岡市 )  8/25～8/27 58人 5人 20人 3人 4人 1人 91人 

東  海  (三 重 県 ･鈴 鹿 市 ) 8/25～8/27 46人 4人 14人 2人 4人 2人 72人 

近  畿  (滋 賀 県 ･長 浜 市 ) 8/25～8/27 68人 6人 24人 3人 4人 2人 107人 

中  国  (岡 山 県 ･岡 山 市 ) 8/25～8/27 58人 5人 18人 3人 4人 2人 90人 

四  国  (愛 媛 県 ･今 治 市 ) 8/25～8/27 46人 4人 16人 3人 4人 2人 75人 

九  州  (熊 本 県 ･熊 本 市 ) 8/25～8/27 94人 8人 32人 3人 4人 2人 143人 

合 計  546 人 47 人 184 人 22 人 32 人 15 人 846 人 

 

〈別表 11〉 

（１） 日本代表チームおよびナショナルチーム（男子・女子）強化合宿 

  期  日 スタッフ 選手 会場 

日本代表 

1☆ 令和 5 年 5 月 18 日(木)～23 日(火) 8 19 福島県・棚倉町 

2 （男子）令和 5 年 7 月 20 日(木)～25 日(火) 4 10 福島県・棚倉町 

2 （女子）令和 5 年 7 月 19 日(水)～22 日(土) 4 9 福島県・棚倉町 

3 （男子）令和 5 年 8 月 24 日(木)～27 日(日) 4 9 福島県・棚倉町 

3☆ （女子）令和 5 年 8 月 23 日(水)～28 日(月) 4 6 福島県・棚倉町 

4 令和 5 年 9 月 26 日(火)～29 日(金) 5 12 千葉県・成田市 

ナ
シ
ョ
ナ
ル 

男子 
1☆ 令和 5 年 4 月 13 日(木)～17 日(月) 4 10 三重県・四日市市 

2 令和 6 年 2 月 26 日(金)～3 月 1 日(金) 9 16 広島県・広島市 

女子 
1☆ 令和 5 年 4 月 13 日(木)～17 日(月) 4 10 三重県・四日市市 

2 令和 6 年 3 月 18 日(月)～24 日(日) 11 16 愛知県・豊田市 

 

（２） 全日本 U-14.U-17.U-20（男子・女子）強化合宿 
 期  日 スタッフ 選手 会場 

男
子 

U-20 

1☆ 令和 5 年 4 月 14 日(金)～17 日(月) 3 10 三重県・四日市市 

2 令和 5 年 9 月 19 日（火）～21 日（木） 3 10 東京都・江東区 

3 令和 5 年 11 月 6 日（月）～8 日（水） 3 10 東京都・江東区 

4☆ 令和 6 年 2 月 25 日(日)～28 日(水) 3 10 広島県・広島市 

U-17 

1☆ 令和 5 年 4 月 16 日（日）～18 日（火） 3 19 三重県・四日市市 

2 
(日韓中直

前合宿) 

令和 5 年 8 月 23 日（水） 1 6 和歌山県・和歌山市 

3 令和 5 年 11 月 6 日（木）～8 日（土） 3 11 東京都・江東区 

4 令和 6 年 2 月 27 日（火）～29 日（木） 2 18 広島県・広島市 

U-14 
1 令和 5 年 4 月 16 日（日）～20 日（木） 3 20 和歌山県・日高町 

2 令和 6 年 2 月 27 日(火)～3 月 1 日(金) 4 20 広島県・広島市 

女
子 

U-20 

1☆ 令和 5 年 4 月 14 日(金)～17 日(月) 3 16 三重県・四日市市 

2 令和 5 年 11 月 6 日（月）～8 日（水） 3 15 東京都・江東区 

3 令和 6 年 3 月 6 日（水）～8 日（金） 5 15 広島県・広島市 

U-17 

1☆ 令和 5 年 4 月 15 日（土）～18 日（火） 3 15 三重県・四日市市 

2 
(日韓中直

前合宿) 
令和 5 年 8 月 23 日（水） 1 6 和歌山県・和歌山市 
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3 令和 6 年 2 月 26 日（月）～29 日（木） 8 15 広島県・広島市 

U-14 
1☆ 令和 5 年 5 月 20 日（土）～24 日（水） 3 17 福島県・棚倉町 

2 令和 6 年 2 月 26 日（日）～29 日（木） 3 18 広島県・広島市 

 

 （注 1）☆印は（公財）日本オリンピック委員会の補助事業である。（選手強化事業 9,621,000 円） 

 

〈別表 12〉 

強化委員・強化スタッフの大会視察派遣（敬称略） 

大 会 名 派  遣  者 

全日本シングルス選手権大会 
中堀成生、篠原秀典、増田健人、三浦洋美、伊加英隆、紙森隆弘、

武元望美、塩嵜弘騎 

全日本ミックスダブルス選手権大会 中堀成生、篠原秀典、佐藤英宣、増田健人 

全日本小学生選手権大会 合田清志 

ジュニアオリンピックカップ大会 高橋 茂、松口友也、松崎法夫、塩嵜弘騎、安藤朋香 

全日本選手権大会 
篠原秀典、佐藤英宣、増田健人、三浦洋美、紙森隆弘、伊加英隆、

武元望美、神谷絵梨奈 

ハイスクールジャパンカップ 高橋 茂、松口友也 

全国中学校大会 松崎法夫、塩嵜弘騎 

全日本学生選手権大会 紙森隆弘、小牧幸二 

全日本高校選手権大会 堀 晃大、高橋 茂 

全日本インドア選手権大会 三浦洋美 

全日本高校選抜大会 堀 晃大 

広島カップひろしま国際大会 佐藤英宣 

 

〈別表 13〉 

評議員会 

会議名 期日 開催会場等 

定時評議員会 令和 5 年 6 月 25 日（日） 参集（ワタキューセイモア）/リモート会議 

臨時評議員会 令和 6 年 2 月 11 日（日） リモート会議 

 

〈別表 14〉 

理事会 

回数 期日 開催会場等 

第 1 回 令和 5 年 5 月 29 日（月） 参集（ワタキューセイモア）/リモート会議 

第 2 回 令和 5 年 9 月 29 日（金） 決議の省略 

第 3 回 令和 5 年 10 月 29 日（日） 参集（日本連盟事務局）/リモート会議 

第 4 回 令和 5 年 12 月 10 日（日） 参集（日本連盟事務局）/リモート会議 

第 5 回 令和 6 年 1 月 13 日（土） 参集（アルカディア市ヶ谷） 

第 6 回 令和 6 年 2 月 10 日（土） 参集（日本連盟事務局）/リモート会議 

 

〈別表 15〉 

業務執行理事会議 

回数 期日 開催会場等 

第 1 回 令和 5 年 5 月 29 日（月） 参集（日本連盟事務局）/リモート会議 

第 2 回 令和 5 年 6 月 24 日（土） 参集（ワタキューセイモア）/リモート会議 

第 3 回 令和 5 年 10 月 28 日（土） 参集（日本連盟事務局）/リモート会議 

第 4 回 令和 5 年 12 月 9 日（土） 参集（日本連盟事務局）/リモート会議 

第 5 回 令和 6 年 2 月 10 日（土） 参集（日本連盟事務局）/リモート会議 
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〈別表 16〉 

 

 

〈別表 17〉 

会計監査 

対象 期日 会場 

公認会計士 監査 
令和 5 年 5 月 22 日 日本ソフトテニス連盟事務局 

令和 5 年 5 月 23 日 日本ソフトテニス連盟事務局 

日本連盟監事 監査 
令和 5 年 5 月 24 日 日本ソフトテニス連盟事務局 

令和 5 年 5 月 25 日 日本ソフトテニス連盟事務局 

 

 

 

 

 

委員会・部会 開催日 

総務委員会 5/11 7/14     

企画委員会        

財務委員会 2/27      

審判委員会 11/15 2/1 3/12    

競技委員会 9/27 1/15     

  

  

プログラム編成部会 
4/23 5/20 7/8 7/15 8/5 9/12 

9/13 9/30 10/19 2/17   

等級制度部会       

強化委員会 11/18 11/27 12/18 1/31   

  
強化スタッフ部会 1/31      

競技者育成プログラム部会 2/14      

指導者育成委員会 7/13      

広報委員会 11/19      

  機関誌部会 
4/4 5/1 6/5 7/3 8/7 9/4 

10/6 11/7 12/6 1/10 2/5 3/4 

会員登録委員会 5/16      

国際委員会 5/31 9/26     

医科学委員会 2/29      

  

  

  

  

医学部会 1/25      

アンチ・ドーピング部会 5/15 7/18 12/26    

トレーナー部会 12/11 3/4 3/6    

スポーツ科学部会 3/18      

ICT システム委員会 5/13 7/24 8/24 10/1   

用具・用品・施設委員会 9/6 12/19 1/10    

危機管理委員会       

環境･教育委員会 4/24      

指導基本規程違反救済審査委員会       

アスリート委員会 6/21 2/8     

スポーツ団体ガバナンスコード推進委員会 10/4      

マーケティングプランニング委員会       

運動部活動地域移行推進委員会 4/18 5/27 8/21 1/7 2/6 3/18 

財政再建・スポンサー獲得部会 5/15      
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〈別表 18〉 

会員登録数（10 年間の推移） 

種別 指導者 一般 小学生 中学生 高校生 高専 大学生 合計 

令和5年度 12,366 39,897 14,240 207,286 61,917 909 6,253 342,868 

令和4年度 10,770 40,233 14,484 206,153 67,207 841 6,669 346,357 

令和3年度 11,300 41,364 15,566 225,592 72,367 868 7,256 374,313 

令和2年度 10,763 40,388 15,163 169,625 62,730 702 6,408 305,779 

令和元年度 11,713 44,799 18,101 247,103 79,834 933 7,591 410,074 

平成30年度 11,543 45,457 18,720 253,099 83,464 1,014 7,614 420,911 

平成29年度 11,278 46,143 19,568 268,007 85,176 1,069 7,876 439,117 

平成28年度 11,073 46,346 19,728 280,857 85,632 1,037 7,945 452,618 

平成27年度 10,572 46,683 19,412 288,530 84,365 1,023 7,690 458,275 

平成26年度 9,963 47,230 17,566 289,506 82,964 1,056 7,669 455,954 

 

（注）都道府県別会員数は 〈別表 33〉に掲載。 

 

〈別表 19〉 

  会員登録料                                                         （単位：円） 

種別 指導者 一般 小学生 中学生 高校生 高専 大学生 合計 

令和 5 年度 12,366,000 39,897,000 7,120,000 103,643,000 30,958,500 454,500 3,126,500 197,565,500 

令和 4 年度 10,770,000 40,233,000 7,242,000 103,076,500 33,603,500 420,500 3,334,500 198,680,000 

 

〈別表 20〉 

維持会費  公認メーカー22 社：延 39 社（前年度 42 社）                       （単位：円） 

 ラケット ボール ネット ストリング ユニフォーム シューズ 

令和 5 年度 
7 社 3 社 10 社 4 社 7 社 8 社 

700,000 6,210,000 1,000,000 2,640,000 8,120,000 3,840,000 

令和 4 年度 
7 社 3 社 10 社 4 社 9 社 9 社 

600,000 6,210,000 1,000,000 2,640,000 9,280,000 4,320,000 

 

〈事業者名〉 

用具・用品 公認メーカー 

ラケット 7 社 
ミズノ・ヨネックス・ゴーセン・住友ゴム工業・グローブライド・アルペン 

・落合コーポレーション 

ボール 3 社 昭和ホールディングス・ナガセケンコー・住友ゴム工業 

ネット 10 社 
鐘屋産業・アシックスジャパン・寺西喜商店・ミセキネット・ 

昭和ホールディングス・高須賀・テイエヌネット・鵜沢ネット・豊貿易・カスミ 

ストリング 4 社 ゴーセン・トアルソン・ヨネックス・ミズノ 

ユニフォーム 7 社 
ミズノ・昭和ホールディングス・ヨネックス・ゴーセン・アシックスジャパン・住友ゴム工業 

・プーマジャパン 

シューズ 8 社 
アシックスジャパン・ヨネックス・住友ゴム工業・ミズノ・グローブライド 

・ニューバランスジャパン・アメアスポーツジャパン・アルペン 

 

〈別表 21〉 

維持会費  施設業者   6 社：延べ 6 社（前年度 7 社）                            （単位：円） 

年 度 砂入り人工芝 人工クレーコート 

令和 5 年度 6 社 3,000,000   

令和 4 年度 7 社 3,500,000 1 社 500,000 
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〈事業者名〉 

施設・製造 業 者 名 

砂入り人工芝製造業者       

6 社 
住友ゴム工業・積水樹脂・東レアムテックス・MCC スポーツ・大嘉産業・泉州敷物 

 

〈別表 22〉 

維持会費   一般 96 件  計 1,220,000 円  （前年度 92 件 計 1,190,000 円）      （単位：円） （敬称略） 

60,000 アキム株式会社       

50,000 安道 光二 京都       

30,000 加藤 石根 東京 浪岡 正行 岩手     

20,000 

石川県ソフトテニス連盟 栗原 博 埼玉 埼玉県ソフトテニス連盟 静岡県ソフトテニス連盟 

スポーツインテリジェンス(株) 大嘉産業(株) 栃木県ソフトテニス連盟 ミズノ(株) 

三田ソフトテニス倶楽部 明宏印刷(株) 豊貿易(株) (株)ルーセント 

丸菱産業(株)             

10,000 

足立 真一 高体連 天野 晴夫 三重 安藤 正美 香川 石岡 重光 京都 

石川 雅利 千葉 井田 博史 東京 井上 清一 石川 井上 創 兵庫 

井上 光子 千葉 今井 誠則 広島 上田 竜次 京都 上野 渉 石川 

檮木 治 東京 運上 琢諭 北海道 大野 勝敏 埼玉 大房 裕司 東京 

大前 秀樹 広島 岡村 勝幸 山梨 小川 信也 岐阜 小田 宗雄 熊本 

越智 克昌 愛媛 小野 尚彦 岡山 香川 翔 香川 鍵 紀代子 宮城 

鍵 茂 宮城 笠井 達夫 神奈川 加藤 育広 秋田 金岡 昭房 宮城 

川西 斎 奈良 神崎 公宏 三重 蒲原 英敏 広島 木下 道夫 東京 

木原 晴彦 広島 小林 正 静岡 斉藤 元三 愛知 佐伯 善春 佐賀 

篠邉 保 愛知 佐藤 栄一 群馬 佐藤 敬冶 岡山 佐藤 健司 東京 

椎名 顕子 愛媛 重田 衞 千葉 重平 静洋 岡山 白水 厚二 大分 

竹内 英高 愛知 田中 和雄 広島 多田 光廣 香川 玉木 進 東京 

丹崎 健一 東京 鳥羽 敬子 三重 中村 進 埼玉 永井 茂樹 石川 

長岡 敏久 埼玉 西村 信寛 東京 西森 卓也 奈良 額賀 富雄 茨城 

橋本 茂樹 東京 笛岡 宣明 愛知 藤島 淑子 神奈川 星 久美 東京 

星野 博 東京 堀内 大 千葉 堀越 浩 千葉 本田 茂雄 宮城 

増木 博一 京都 水野 明人 大阪 宮下 恭子 大阪 宮田 勤 岩手 

森田 賢二 兵庫 柳下秋 久 東京 山口 眞護 東京 山下 晴海 埼玉 

山本 毅 京都 横田 南 埼玉 横山 隆二 東京 吉田 博紀 熊本 

萬 正一 秋田 和歌浦 京子 新潟 脇田 愛 東京     

 

 

〈別表 23〉 

補助金    合計額 9,621,020 円 （前年度 28,003,025 円）                          （単位：円） 

(公財)日本オリンピック委員会 選手強化事業 9,621,000 
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〈別表 24〉 

助成金    合計額   52,983,980 円  （前年度 51,004,651 円）                         （単位：円） 

(独法)日本スポーツ振興センター 

（スポーツ振興基金助成金） 

競技会開催（全日本選手権大会） 2,978,000 

競技会開催（全日本ジュニア選手権大会） 1,255,000 

小計 4,233,000 

(独法)日本スポーツ振興センター 

（スポーツ振興くじ） 

競技者育成プログラム（Step-1～Step-3） 41,698,000 

ドーピング防止啓発活動推進 752,000 

ドーピング検査 75,000 

小計 42,525,000 

国民体育大会実行委員会 国民体育大会役員旅費 990,980 

(公財)ヨネックススポーツ財団 
若手強化選手育成のメディカルチェック(TSC) 735,000 

国際交流普及助成事業 2,500,000 

(公財)ミズノスポーツ振興財団 ジュニア育成に対する助成金 2,000,000 

和歌山県日高川町 スポーツ合宿等誘致補助金 92,000 

 

〈別表 25〉 

交付金  合計額   3,310,300 円 （前年度 3,393,300 円）                            （単位：円） 

(公財)日本オリンピック委員会 マーケティングプログラム交付金（強化事業） 3,084,000 

(公財)日本スポーツ協会 日本スポーツマスターズ運営補助交付金 226,300 

 

〈別表 26〉 

委託金    合計額 612,140 円 （前年度 1,043,126 円）                              （単位：円） 

（公財）日本スポーツ協会 日本スポーツマスターズ委託金 612,140 

 

〈別表 27〉 

協賛金    合計額 19,450,000 円（前年度 17,250,000 円）                            （単位：円） 

ヨネックス（株）  オフィシャルサプライヤー協賛金（ユニフォーム、ストリング） 17,000,000 

㈱ミズノ 全日本インドア選手権大会協賛金 250,000 

アキム 株式会社 ブロンズスポンサー料 1,100,000 

株式会社 青木商店 ブロンズスポンサー料 550,000 

株式会社 ニコン・エシロール ブロンズスポンサー料 550,000 

 

〈別表 28〉 

寄付金    合計額 200,000 円 （前年度 10,250,000 円）                           （単位：円） 

安道カップチャリティゴルフ ソフトテニス普及振興への寄付金 200,000 

                        

                        （敬称略） 
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〈別表 29〉 

傷害補償制度の給付金対象件数 

30 件、848,000 円給付した。（前年度：28 件 932,000 円）                        （単位：件） 

年度 アキレス腱断裂 骨折 靭帯損傷 肉離れ 捻挫 その他 死亡 計 

令和 5 年度 9 9 4 1 1 6 0 30 

令和 4 年度 10 8 3 4 1 2 0 28 

 

 〈内訳〉                                                             （単位：件） 

 

傷害の内容 一般 大学生 高専 高校生 中学生 小学生 計 

アキレス腱断裂 9 0 0 0 0 0 9 

骨折 7 0 0 0 0 2 9 

靭帯損傷 3 0 0 0 1 0 4 

肉離れ 1 0 0 0 0 0 1 

捻挫 1 0 0 0 0 0 1 

その他 5 0 0 1 0 0 6 

死亡 0 0 0 0 0 0 0 

計 26 0 0 1 1 2 30 



〈別表30〉

大会一覧表
月 日 大会名 会場 種別 参加者数

13・ 14 第30回 全日本シングルス選手権大会 岡山県備前市 男子シングルス 309

岡山県備前テニスセンター 女子シングルス 282

591
(単位：人）

10・11 第4回　全日本ミックスダブルス選手権大会 熊本県熊本市 一般 93

熊本県民総合運動公園テニスコート 35歳 25

熊本県民総合運動公園パークドーム熊本 45歳 25

50歳 35

55歳 37

60歳 26

65歳 40

70歳 34

315
(単位：ペア）

28～30 男子第68回・女子第67回 佐賀県唐津市 男子団体 129
全日本実業団選手権大会 松浦河畔公園庭球場 女子団体 19

佐賀県立唐津東中学校・高校テニス
コート
伊万里市国見台庭球場

148
(単位：チーム）

3～6 第40回　全日本小学生選手権大会 兵庫県神戸市 男子団体 48

神戸総合運動公園 テニスコート 女子団体 48

しあわせの村 テニスコート 96
(単位：チーム）

男子ダブルス 191

女子ダブルス 190

381
(単位：ペア）

2・3 第51回 全日本社会人選手権大会 福岡県福岡市 一般男子ダブルス 314

博多の森テニス競技場 一般女子ダブルス 109

名島運動公園テニスコート 男子ダブルス35 118

春日公園テニスコート 女子ダブルス35 24

男子ダブルス45 93

女子ダブルス45 34

692
(単位：ペア）

23・24 第27回 全日本シニア選手権大会 静岡県静岡市・浜松市 男子ダブルス50 99

静岡県草薙総合運動場庭球場 女子ダブルス50 61

浜松新電力テニスコート 男子ダブルス55 99

静岡市有度山総合公園施設テニスコート 女子ダブルス55 61

富士総合運動公園テニスコート 男子ダブルス60 100

女子ダブルス60 55

男子ダブルス65 110

女子ダブルス65 68

男子ダブルス70 94

女子ダブルス70 62

男子ダブルス75 44

女子ダブルス75 36

男子ダブルス80 27

女子ダブルス80 23

939
(単位：ペア）

30・10/1 JOCジュニアオリンピックカップ 広島県広島市 男子シングルス（U-14） 26
第30回　全日本ジュニア選手権大会 広島翔洋テニスコート 女子シングルス（U-14） 26

5

計

6

計

7

計

8

計

計

9

計

計

- 18 -



男 子 シ ン グ ル ス （ U - 1 7 ） 3 2
女 子 シ ン グ ル ス （ U - 1 7 ） 2 6
男 子 シ ン グ ル ス （ U - 2 0 ） 2 4
女 子 シ ン グ ル ス （ U - 2 0 ） 3 2

1 6 6
( 単 位 ： 人 ）

男 子 ダ ブ ル ス （ U - 1 4 ） 1 2
女 子 ダ ブ ル ス （ U - 1 4 ） 1 2
男 子 ダ ブ ル ス （ U - 1 7 ） 1 6
女 子 ダ ブ ル ス （ U - 1 7 ） 1 4
男 子 ダ ブ ル ス （ U - 2 0 ） 1 3
女 子 ダ ブ ル ス （ U - 2 0 ） 1 6

8 3
( 単 位 ： ペ ア ）

2 0 ～ 2 2 第 1 回 Ｓ Ｔ リ ー グ Ⅱ 京 都 府 福 知 山 市 男 子 団 体 3 2

福 知 山 市 三 段 池 科 研 電 機 テ ニ ス コ ー ト 女 子 団 体 1 1

4 3
( 単 位 ： チ ー ム ）

2 1 ・ 2 2 第 3 0 回 　 全 日 本 ク ラ ブ 選 手 権 大 会 千 葉 県 白 子 町 男 子 団 体 1 8 6

千 葉 県 白 子 町 サ ニ ー テ ニ ス コ ー ト 女 子 団 体 4 7

2 3 3
( 単 位 ： チ ー ム ）

1 7 ～ 1 9 東 京 都 江 東 区 男 子 ダ ブ ル ス 1 9 4

有 明 テ ニ ス の 森 公 園 ハ ー ド コ ー ト 女 子 ダ ブ ル ス 1 8 2

有 明 コ ロ シ ア ム 3 7 6
( 単 位 ： ペ ア ）

3 0 ～ 1 2 / 3 第 1 回 Ｓ Ｔ リ ー グ 愛 知 県 豊 橋 市 男 子 団 体 8

豊 橋 市 総 合 体 育 館 第 １ 競 技 場 女 子 団 体 8

( 単 位 ： チ ー ム ）

2 2 ～ 2 4 Ｓ Ｔ リ ー グ ／ プ レ ー オ フ 	広 島 県 福 山 市 男 子 団 体 5

エ フ ピ コ ア リ ー ナ ふ く や ま 女 子 団 体 5

1 0
( 単 位 ： チ ー ム ）

2 8 第 6 9 回 　 全 日 本 イ ン ド ア 選 手 権 大 会 大 阪 府 大 阪 市 男 子 ダ ブ ル ス 1 2

A s u e ア リ ー ナ 大 阪 女 子 ダ ブ ル ス 1 2

2 4
( 単 位 ： ペ ア ）

2 6 ～ 2 8 第 3 5 回 　 都 道 府 県 対 抗 全 日 本 中 学 生 大 会 三 重 県 伊 勢 市 男 子 団 体 4 8

三 重 県 営 サ ン ア リ ー ナ 女 子 団 体 4 8

三 重 交 通 Ｇ ス ポ ー ツ の 杜 伊 勢 体 育 館 9 6

伊 勢 市 市 営 庭 球 場 ( 単 位 ： チ ー ム ）

男 子 ダ ブ ル ス 1 4 4

女 子 ダ ブ ル ス 1 4 4

2 8 8
( 単 位 ： ペ ア ）

男 子 シ ン グ ル ス 9 6

女 子 シ ン グ ル ス 9 6

1 9 2
( 単 位 ： 人 ）

2 9 ～ 3 1 第 2 3 回 　 全 国 小 学 生 大 会 千 葉 県 白 子 町 男 子 ４ 年 生 以 下 ダ ブ ル ス 1 7 5

千 葉 県 白 子 町 サ ニ ー テ ニ ス コ ー ト 女 子 ４ 年 生 以 下 ダ ブ ル ス 1 7 5

男 子 ５ 年 生 ダ ブ ル ス 1 8 0

女 子 ５ 年 生 ダ ブ ル ス 1 8 5

7 1 5
( 単 位 ： ペ ア ）

男 子 ６ 年 生 シ ン グ ル ス 9 6

9

計

計

1 0
計

計

1 1

第 7 8 回 　 天 皇 賜 杯 ・ 皇 后 賜 杯 全 日 本 選
手 権 大 会

計

計

1 2

計

1

計

3

計

計

計

計

- 1 9 -



女子６年生シングルス 92

188
(単位：人）

月 日 共催大会名 会場 種別 参加者数

15～18 第51回　ハイスクールジャパンカップ 北海道苫小牧市 男子ダブルス 72

苫小牧市緑ケ丘公園庭球場 女子ダブルス 72

144
(単位：ペア）

男子シングルス 64

女子シングルス 64

128
(単位：人）

24・25 西日本シニア選手権大会 山口県宇部市・周南市 シニア男50 46

宇部市中央公園テニスコート シニア女50 42

キリンビバレッジ周南庭球場 シニア男55 54

シニア女55 51

シニア男60 59

シニア女60 50

シニア男65 79

シニア女65 53

シニア男70 61

シニア女70 38

シニア男75 27

シニア女75 23

シニア男80 13

シニア女80 12

608
(単位：ペア）

8・9 第77回　西日本選手権大会 岡山県備前市・岡山市 一般男子 277

岡山県備前テニスセンター 一般女子 136

岡山県総合グラウンド南テニスコート 男子35 53

女子35 11

男子45 63

女子45 26

566
(単位：ペア）

28・29 第49回　全日本レディース大会（個人戦） 香川県高松市 他 ふじ（初心者） 44

香川県総合運動公園テニスコート すみれ（満18歳以上） 19

亀水運動センターテニスコート ばら（35歳以上） 15

丸亀総合運動公園テニスコート ゆり（45歳以上） 45

善通寺市営テニスコート きく（55歳以上） 81

尽誠学園高等学校テニスコート あやめ（60歳以上） 100

多度津総合スポーツセンターテニスコート はぎ（65歳以上） 124

観音寺総合運動公園テニスコート さつき（70歳以上） 134

さくら（75歳以上） 74

もも（80歳以上） 48

らん（85歳以上） 14

698
(単位：ペア）

22～29 全日本高等学校選手権大会 北海道苫小牧市 女子個人 316

男子 7月22日（土）～25日（火） 苫小牧市緑ケ丘公園庭球場 316

女子 7月26日（水）～29日（土） (単位：ペア）

女子団体 48

48
(単位：チーム）

男子個人 312

312

3

計

6

計

計

計

7

計

計

計

計

計
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( 単 位 ： ペ ア ）

男 子 団 体 4 8

4 8
( 単 位 ： チ ー ム ）

2 1 ～ 2 3 第 5 4 回 全 国 中 学 校 大 会 愛 媛 県 今 治 市 男 子 個 人 6 4

今 治 市 営 ス ポ ー ツ パ ー ク 女 子 個 人 6 4

1 2 8
( 単 位 ： ペ ア ）

男 子 団 体 2 5

女 子 団 体 2 5

5 0
( 単 位 ： チ ー ム ）

2 3 ～ 2 5 第 4 5 回 全 日 本 レ デ ィ ー ス 決 勝 大 会 	愛 知 県 一 宮 市 都 道 府 県 対 抗 4 6

（ 団 体 戦 ） 一 宮 市 テ ニ ス 場 4 6
( 単 位 ： チ ー ム ）

1 ～ 7 全 日 本 学 生 選 手 権 大 会 石 川 県 七 尾 市 ・ 能 登 町 男 子 大 学 対 抗 8 7

第 7 7 回 　 文 部 科 学 大 臣 杯 （ 大 学 対 抗 ） 和 倉 温 泉 運 動 公 園 テ ニ ス コ ー ト 女 子 大 学 対 抗 6 3

第 7 8 回 　 三 笠 宮 賜 杯 （ ダ ブ ル ス ） 七 尾 市 希 望 の 丘 公 園 テ ニ ス コ ー ト 1 5 0

全 日 本 学 生 シ ン グ ル ス 選 手 権 大 会 藤 波 台 運 動 公 園 能 都 健 民 テ ニ ス コ ー ト ( 単 位 ： チ ー ム ）

内 浦 総 合 運 動 公 園 テ ニ ス コ ー ト 男 子 ダ ブ ル ス 5 3 2

女 子 ダ ブ ル ス 3 3 3

8 6 5
( 単 位 ： ペ ア ）

男 子 シ ン グ ル ス 1 4 8

女 子 シ ン グ ル ス 1 2 5

2 7 3
( 単 位 ： 人 ）

1 5 ～ 1 7 日 本 ス ポ ー ツ マ ス タ ー ズ 2 0 2 3 福 井 県 越 前 市 都 道 府 県 対 抗 3 3

武 生 中 央 公 園 庭 球 場 3 3
( 単 位 ： チ ー ム ）

1 0 ～ 1 2 第 3 回 全 日 本 レ デ ィ ー ス 決 勝 大 会 （ シ ニ ア の 部 ） 千 葉 県 千 葉 市 都 道 府 県 対 抗 3 9

フ ク ダ 電 子 ヒ ル ス テ ニ ス コ ー ト 3 9
( 単 位 ： チ ー ム ）

7

計

計

8

計

計

計

9

計

計

計

計

1 0

計
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12～16 特別 国民体育大会 鹿児島県鹿児島市 少年男子 21

東開庭球場 少年女子 24

成年男子 16

成年女子 47

108
(単位：チーム）

24～27 第18回　ジュニアジャパンカップ 宮崎県宮崎市 男子シングルス（U-14） 36

生目の杜運動公園テニスコート 女子シングルス（U-14） 36

宮崎市清武総合公園 男子シングルス（U-17） 33
女子シングルス（U-17） 36
男子シングルス（U-20） 23
女子シングルス（U-20） 25

189
(単位：人）

男子ダブルス（U-14） 18
女子ダブルス（U-14） 18
男子ダブルス（U-17） 17
女子ダブルス（U-17） 18
男子ダブルス（U-20） 13
女子ダブルス（U-20） 13

97
(単位：ペア）

9・10 第4回 平和カップひろしま国際大会 広島県広島市 男子団体 150

広島翔洋テニスコート 女子団体 64

リョーコーテニスクラブ、佐伯運動公園

(単位：チーム）

28～30 第49回 全日本高校選抜大会 愛知県名古屋市 男子団体 36

日本ガイシホール 女子団体 36

72
(単位：チーム）

3

計
214

計

10

計

11

計

計
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〈別表31〉

名誉指導員 Ma Ex S-Eｘ Sp S-Sｐ 1級 2級 3級 4級 合計

1 北 海 道 0 0 5 0 11 1 15 35 13 0 80

2 青 森 県 0 0 0 0 8 0 0 8 17 43 76

3 岩 手 県 0 0 2 0 1 1 12 16 19 11 62

4 宮 城 県 0 0 9 0 13 0 2 33 16 0 73

5 秋 田 県 0 0 0 0 10 2 11 48 32 0 103

6 山 形 県 0 0 0 0 7 0 0 12 78 0 97

7 福 島 県 0 0 1 0 2 0 2 2 26 0 33

8 茨 城 県 0 0 1 1 19 0 4 49 40 15 129

9 栃 木 県 0 0 0 0 9 0 1 10 37 32 89

10 群 馬 県 0 0 1 0 9 0 5 50 26 81 172

11 埼 玉 県 0 0 0 1 15 0 58 138 325 114 651

12 千 葉 県 0 0 0 1 17 0 1 18 25 41 103

13 東 京 都 0 0 2 0 9 0 9 29 24 18 91

14 神奈川県 0 1 2 0 3 0 2 31 32 0 71

15 山 梨 県 0 0 0 0 9 0 6 46 17 67 145

16 新 潟 県 0 0 0 0 2 0 7 12 27 0 48

17 長 野 県 0 0 1 0 4 0 13 11 41 64 134

18 富 山 県 0 0 1 0 1 0 5 21 12 73 113

19 石 川 県 0 0 0 0 8 0 4 16 35 9 72

20 福 井 県 0 0 1 0 5 1 0 3 1 14 25

21 静 岡 県 0 0 2 0 13 0 10 37 39 1 102

22 愛 知 県 0 0 0 0 12 6 8 36 18 69 149

23 三 重 県 0 0 5 0 9 0 4 11 31 19 79

24 岐 阜 県 0 0 3 0 8 0 12 50 80 27 180

25 滋 賀 県 0 0 1 0 4 0 0 2 4 0 11

26 京 都 府 0 0 4 1 5 0 1 16 13 21 61

27 大 阪 府 0 0 0 0 11 0 1 64 25 11 112

28 兵 庫 県 0 0 5 0 7 2 26 150 26 55 271

29 奈 良 県 0 0 4 0 9 0 5 26 20 7 71

30 和歌山県 0 0 6 0 4 0 1 35 20 75 141

31 鳥 取 県 0 0 0 0 2 0 2 15 1 48 68

32 島 根 県 0 0 0 0 5 0 3 8 0 27 43

33 岡 山 県 0 0 2 0 14 0 12 54 29 0 111

34 広 島 県 0 0 6 0 2 0 2 59 48 36 153

35 山 口 県 0 0 1 0 5 0 20 100 33 6 165

36 徳 島 県 0 0 0 0 3 0 2 12 29 0 46

37 香 川 県 0 0 12 0 13 0 0 6 22 25 78

38 愛 媛 県 0 0 1 0 4 0 3 21 19 78 126

39 高 知 県 0 0 1 0 5 0 2 11 1 16 36

40 福 岡 県 0 0 1 0 3 0 2 15 31 0 52

41 佐 賀 県 0 0 1 0 0 0 1 4 38 0 44

42 長 崎 県 0 0 1 0 2 0 0 22 20 19 64

43 熊 本 県 0 0 0 0 8 0 10 101 133 278 530

44 大 分 県 0 0 3 0 5 0 3 9 30 0 50

45 宮 崎 県 0 0 1 0 6 0 4 58 75 0 144

46 鹿児島県 0 0 1 0 2 0 2 8 31 8 52

47 沖 縄 県 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 5

48 日本学連 0 0 30 0 44 0 14 61 0 8 157

0 1 117 4 367 13 307 1,579 1,664 1,416 5,468

0 0 74 22 300 143 264 1,001 1,661 1,734 5,199

技術等級認定実績

加盟団体

合　　計

前年度

令和6年3月31日現在
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〈別表32〉

一般 高校 一般 高校

更新 Jr移行

1 北海道 4 0 2 6 115 156 137 495 1,802 2,717

2 青森県 0 0 2 5 61 186 29 48 146 477

3 岩手県 0 0 3 1 25 15 65 125 963 1,197

4 宮城県 7 0 3 2 73 194 100 376 1,930 2,685

5 秋田県 2 0 2 7 64 41 58 180 565 919

6 山形県 3 1 1 4 68 39 47 207 1362 1,732

7 福島県 0 0 0 4 67 55 71 285 1,677 2,159

8 茨城県 3 1 2 3 142 580 110 28 192 1,061

9 栃木県 1 0 2 8 119 1 63 0 1609 1,803

10 群馬県 4 7 5 7 56 450 62 109 240 940

11 埼玉県 1 10 0 7 227 778 394 349 4,480 6,246

12 千葉県 1 0 1 2 162 433 135 390 2,830 3,954

13 東京都 2 21 2 4 189 136 193 35 84 666

14 神奈川県 2 5 4 8 91 157 141 517 6292 7,217

15 山梨県 1 1 2 1 58 167 36 64 49 379

16 新潟県 1 6 2 4 67 40 65 292 1,920 2,397

17 長野県 3 0 3 3 135 420 133 45 2412 3,154

18 富山県 0 0 1 1 38 283 46 0 80 449

19 石川県 0 2 0 3 35 123 52 174 656 1,045

20 福井県 0 0 1 4 12 80 16 16 24 153

21 静岡県 1 9 2 7 106 72 151 363 3,152 3,863

22 愛知県 1 0 9 5 230 1299 247 72 160 2,023

23 三重県 0 0 2 1 34 140 27 32 85 321

24 岐阜県 0 0 0 5 29 411 47 20 201 713

25 滋賀県 0 0 12 3 4 0 0 0 0 19

26 京都府 0 0 3 3 35 346 59 47 70 563

27 大阪府 0 0 0 5 50 194 184 23 61 517

28 兵庫県 0 0 5 5 175 3 360 0 14 562

29 奈良県 0 0 0 3 85 224 72 21 22 427

30 和歌山県 0 0 3 4 79 4 119 19 150 378

31 鳥取県 1 0 1 4 60 4 23 37 89 219

32 島根県 3 0 1 0 17 209 14 31 43 318

33 岡山県 5 4 5 6 87 596 38 69 86 896

34 広島県 2 0 4 7 55 686 136 57 62 1,009

35 山口県 4 0 3 0 99 496 90 114 62 868

36 徳島県 0 0 2 1 38 91 9 38 27 206

37 香川県 0 0 0 0 0 240 0 66 99 405

38 愛媛県 2 0 0 1 25 85 32 23 204 372

39 高知県 0 0 0 2 31 83 29 17 16 178

40 福岡県 0 0 7 0 121 420 132 104 436 1,220

41 佐賀県 0 0 11 1 24 35 52 185 624 932

42 長崎県 0 1 12 6 103 141 124 277 1,003 1,667

43 熊本県 0 0 2 4 16 17 61 5 1,584 1,689

44 大分県 1 0 2 7 12 46 52 77 447 644

45 宮崎県 0 0 2 3 23 124 54 87 76 369

46 鹿児島県 0 0 4 8 64 43 111 34 140 404

47 沖縄県 0 0 0 0 11 39 28 4 17 99

48 日本学連 0 0 0 0 322 0 641 0 0 963

55 68 130 175 3,739 10,382 4,845 5,557 38,243 63,194

41 69 52 162 4,100 11,380 5,172 7,887 28,508 57,371

合計

前年度

１級審判員 ２級審判員

ジュニア
新規 更新

新規

公認審判員認定実績
令和6年3月31日現在

No 加盟団体

認定者数

合計マスター
レフェリー

マスター
アンパイヤー
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〈別表33〉

支部名 指導者

会員数 団体数 会員数 団体数 会員数 団体数 会員数 団体数 会員数 団体数 会員数 団体数 会員数 団体数 会員数

北海道 385 90 1,555 20 464 141 6,167 89 2,433 4 97 2 23 346 11,124

青森県 246 31 456 7 197 70 2,520 19 691 3 35 1 2 131 4,147

岩手県 364 49 796 23 371 80 3,052 25 1,145 25 9 177 5,762

宮城県 154 36 698 12 354 57 3,792 4 1,955 1 3 1 13 111 6,969

秋田県 295 18 478 14 321 48 1,803 25 663 1 23 1 20 107 3,603

山形県 153 19 550 13 271 43 1,967 33 785 3 0 108 3,729

福島県 396 35 533 19 399 77 4,660 28 1,168 1 26 1 160 7,183

茨城県 637 48 956 9 471 130 8,980 25 1,612 3 20 1 3 216 12,679

栃木県 178 33 676 8 372 70 5,014 39 1,035 2 14 5 152 7,294

群馬県 134 26 807 12 451 87 4,475 30 828 1 15 1 156 6,711

埼玉県 519 154 3,371 22 793 81 15,788 65 3,329 1 189 322 23,990

千葉県 688 52 1,528 14 464 139 13,855 78 2,294 13 13 283 18,855

東京都 343 87 3,004 11 362 88 3,575 35 3,535 3 0 49 224 10,868

神奈川県 458 63 896 11 351 198 16,428 109 2,535 2 0 0 383 20,668

山梨県 94 24 398 7 228 26 601 4 603 2 0 3 4 66 1,928

新潟県 189 24 659 13 304 91 3,220 20 910 1 0 1 1 150 5,283

長野県 189 17 1,250 10 311 67 3,095 30 1,201 3 15 3 127 6,064

富山県 170 10 299 9 258 26 1,899 23 731 1 0 2 25 71 3,382

石川県 49 26 476 4 302 34 2,450 18 810 0 2 52 84 4,139

福井県 57 12 237 1 93 16 720 10 354 1 1 3 40 1,465

静岡県 792 49 1,351 16 552 148 10,285 69 1,185 1 17 1 32 284 14,214

愛知県 335 80 2,226 9 597 98 13,996 83 4,463 11 1 0 281 21,618

三重県 116 26 484 10 232 77 4,650 20 1,094 15 0 133 6,591

岐阜県 47 41 820 13 296 211 4,182 28 1,387 1 0 1 294 6,733

滋賀県 94 20 364 5 274 27 742 18 1,142 1 0 0 71 2,616

京都府 122 34 652 3 280 22 956 8 1,152 1 20 2 68 3,184

大阪府 458 66 1,178 7 148 158 9,354 93 2,241 9 0 2 5 335 13,384

兵庫県 276 49 1,541 15 524 151 12,255 68 3,952 7 75 6 290 18,629

奈良県 114 16 706 6 91 46 2,241 14 697 36 1 8 83 3,893

和歌山県 186 31 709 11 240 57 2,300 19 609 1 27 0 119 4,071

鳥取県 83 13 371 6 149 13 513 7 373 11 1 1 40 1,501

島根県 70 19 334 3 215 30 1,388 10 718 2 0 1 0 65 2,725

岡山県 221 40 458 11 266 86 4,748 26 1,685 6 0 30 169 7,408

広島県 440 73 1,244 8 186 84 3,566 55 2,023 4 32 29 224 7,520

山口県 215 40 1,111 7 209 45 2,805 31 1,287 7 116 5 130 5,748

徳島県 199 10 249 5 112 54 1,621 15 377 1 35 0 85 2,593

香川県 37 21 305 5 211 21 1,786 16 478 2 8 0 65 2,825

愛媛県 143 34 596 7 305 77 2,808 33 1,029 4 46 3 11 158 4,938

高知県 47 31 336 4 88 10 476 11 314 1 28 9 57 1,298

福岡県 621 49 976 10 271 125 6,054 96 1,963 1 72 1 10 282 9,967

佐賀県 185 25 306 8 276 43 2,020 7 587 0 0 83 3,374

長崎県 415 49 788 6 278 89 3,288 92 1,304 2 22 2 58 240 6,153

熊本県 499 49 717 17 374 98 3,744 35 919 1 23 2 25 202 6,301

大分県 157 26 494 10 138 52 1,524 14 564 2 0 3 6 107 2,883

宮崎県 333 26 435 16 361 109 2,389 24 682 3 0 0 178 4,200

鹿児島県 335 47 987 25 334 130 3,122 47 798 4 32 2 27 255 5,635

沖縄県 89 19 536 6 96 18 412 16 277 1 2 1 11 61 1,423

日本学連 39 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 305 5,561 305 5,600

合　計 12,366 1,837 39,897 488 14,240 3,648 207,286 1,664 61,917 102 909 339 6,253 8,078 342,868

令和4年度 10,770 2,999 40,233 866 14,484 5,079 206,153 2,960 67,207 45 841 406 6,669 12,355 346,357

会員登録集計表（令和5年度）
令和6年3月31日現在

一般 小学生 中学生 高校生 高専 大学生 合　計
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《別冊》

令和6年3月31日現在

【名誉会長・名誉副会長・顧問・参与】

笠井　達夫 北村　和久 小原　信幸 西村　信寛 本田　茂雄

津田　　誠 井上　清一

重田　　衞 星　久美 水野　明人 米山　　勉 田淵　光仁

川島　登 丹崎　健一 中山　昌作 西田　豊明 宮下　恭子

柳下　秋久 山本　毅 吉田　博紀

石川　雅利 木原　晴彦 川西　斎 白水　厚二 野際　照章

【理事・監事】

任期：令和6（2024）年定時評議員会終結時まで

役   職

※1 令和5(2023)年6月25日定時評議員会まで

役員・職員等に関する名簿

〔顧問〕

〔参与〕

役   職 氏　  名

森田　賢二

専務理事 佐藤　健司 當瀬　純一

星野　　博

安道　光二

理事

　　　　大房　裕司*1
　　　　菊間　路人

副 会 長

理事

常務理事

篠邉　　保

加藤　石根 宮田　　勤

足立　真一

大前　秀樹

監事

副 会 長

浪岡　正行

氏　  名

井上　光子 山下　晴海

副 会 長 神崎　公宏

加藤　育広 額賀　富雄

萬　　正一 髙井　志保

会    長

斉藤　元三

安藤　正美
　　　和歌浦　京子*1
　　　　永井　茂樹

運上　琢諭

田村　憲司

久保村　康史

越智　　朗

1



【評議員】 任期：令和6（2024）年定時評議員会終結時まで

氏名 所属 氏名 所属 氏名 所属

　　内藤　真一　*1

　　山田　雅宏

松田　孝志 宮 城 東海林　裕晴 秋 田 柏倉　達雄 山 形

小野間　幸一 福 島 安藤　敏之 茨 城 木所　一典 栃 木

佐藤　栄一 群 馬 中村　進 埼 玉 堀越　　浩 千 葉

横山　隆二 東 京 鈴木　敏雄 神奈川 米山　隆 山 梨

　　国島　孝志　*1　

　　坂井　真琴

　　永井　茂樹　*1

　　四家　幸夫

　　澤田　康彦　*1

　　大津　竜二

二矢　清孝 滋 賀 増木　博一 京 都 友谷　往弘 大 阪

川上　　博 兵 庫 西森　卓也 奈 良 花田　一弥 和歌山

　　安東　健司　*1 　　小野　尚彦　*1

　　池本　正紀 　　吉田　敏彦

田中　和雄 広 島 福田　光正 山 口 毛利　喜信 徳 島

　　越智　克昌　*2

　　天野　　裕 

髙井　英生 福 岡 中島　哲男 佐 賀 金子　正剛 長 崎

岩下　敏和 熊 本 大平　雅哉 大 分 平原　幸典 宮 崎

加藤　秀俊 鹿児島 宮城　正彦 沖 縄 清水　諭 日本学連

石岡　重光 高体連 上田　竜次 中体連

※1 令和5(2023)年6月25日定時評議員会まで　　※2 令和6(2024)年2月11日臨時評議員会まで

ＴＭＩ総合法律事務所

櫻井　資悦　氏

加藤　貴大　氏（税理士法人みなと財務）

五十嵐　象平 北海道 新保　俊彦 青　森 岩　手

新　潟 跡部　　享 長　野 山口　崇和 富　山

石　川 川畑　　茂 福　井 小林　　正 静　岡

愛　知 天野　晴夫 三　重 加藤　茂 岐　阜

岡　山

荒井　　隆 香　川 愛　媛 川島　祥嗣 高　知

【顧問弁護士】

【公認会計士】

【税理士】

鳥　取 大地本　一到 島　根

2



【専門委員会・部会】

（任期：令和6年6月定時評議員会終結時まで）

職 氏名 所属

総務委員会 委員長 運上　琢諭 北海道

副委員長 大地本　一到 島 根

委員 加藤　石根 東 京

委員 天野　晴夫 三 重

委員 蒲原　英敏 広 島

委員 牧野　伸一 京 都

企画委員会 委員長 加藤　育広 秋 田

副委員長 清水 　　諭 茨 城

委員 大野　勝敏 埼 玉

委員 星　 　祥子 千 葉

委員 田中　　剛 東 京

委員 中野　吉広 東 京

委員 脇田　 　愛 神奈川

委員 香川　 　翔 香 川

財務委員会 委員長 加藤　石根 東 京

副委員長 天野　晴夫 三 重

委員 多田　光廣 香 川

委員 小川　信也 岐 阜

委員 川島   　登 福 島

委員 栗原 　　博 埼 玉

財政再建・スポンサー獲得部会 部会長 浪岡　正行 岩 手

副部会長 越智　 　朗 愛 媛

委員 加藤　石根 東 京

委員 天野　晴夫 三 重

委員 川島   　登 福 島

委員 栗原 　　博 埼 玉

審判委員会 委員長 越智　 　朗 愛 媛

副委員長 増木　博一 京 都

委員 牧　 　壮一 愛 知

委員 佐藤　鉄太郎 宮 城

委員 片岡   　勝 青 森

委員 木下　道夫 東 京

委員 阿部　一臣 東 京

委員 川島　裕和 石 川

委員 小田　宗雄 熊 本

委員 佐藤　敬冶 岡 山

委員 蒲原　英敏 広 島

競技委員会 委員長 安藤　正美 香 川

副委員長 堀越　   浩 千 葉

委員 岩下　敏和 熊 本

委員 吉田　 　茂 福 島

委員会・部会
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委員 大津　竜二 愛 知

委員 小野　道康 新 潟

委員 成田　扶美代 大 阪

委員 吉田　敏彦 岡 山

委員 正岡　義晶 愛 媛

等級制度部会 部会長 岡村　勝幸 山 梨

副部会長 當瀬　純一 宮 崎

委員 荒井　 　隆 香 川

委員 鈴木　敏雄 神奈川

委員 小脇　静香 千 葉

プログラム編成部会 部会長 木所　一典 栃 木

副部会長 額賀　富雄 茨 城

ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 長岡　敏久 埼 玉

委員 中野　吉広 東 京

委員 山口　眞護 東 京

委員 東海林　裕晴 秋 田

委員 芝地　康幸 兵 庫

委員 西木　 　宏 徳 島

委員 安達　和紀 鳥 取

委員 小野　道康 新 潟

委員 天野　晴夫 三 重

委員 石坂　欣也 東 京

委員 織原　真由美 東 京

委員 川口　さつき 東 京

委員 成島　厚子 東 京

委員 井上　まゆ美 東 京

委員 三ツ木　和子 東 京

委員 沼尻　順子 東 京

強化委員会 委員長 髙井　志保 大 阪

副委員長 小野寺　剛 東 京

アドバイザー 神崎　公宏 三 重

委員 篠邉　 　保 愛 知

委員 北本　英幸 石 川

委員 斉藤　広宣 千 葉

委員 中堀　成生 広 島

委員 篠原　秀典 東 京

委員 川上　晃司 兵 庫

強化スタッフ部会 部会長 斉藤　広宣 千 葉

副部会長 髙井　志保 石 川

委員 篠原　秀典 東 京

委員 佐藤　英宣 愛 知

委員 増田　健人 和歌山

委員 三浦　洋美 群 馬

委員 紙森　隆弘 奈 良

委員 伊加　英隆 香 川
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委員 堀　   晃大 広 島

委員 高橋　茂 東 京

委員 合田　清志 京 都

委員 松崎　法夫 福 島

競技者育成プログラム部会 部会長 篠邉　 　保 愛 知

副部会長 井上　 　創 兵 庫

委員 足立　真一 静 岡

委員 大房　裕司 東 京

委員 井上　光子 千 葉

委員 白幡 　　光 山 形

委員 安達　和紀 鳥 取

委員 松浦 　　誠 宮 崎

委員 小林　幸司 東 京

委員 岡村　勝幸 山 梨

委員 林　三千夫 和歌山

委員 千葉　英明 宮 城

委員 關   　直樹 埼 玉

委員 小峯　秋二 富 山

委員 天野　晴夫 三 重

委員 溝渕　俊二 和歌山

委員 手嶋　信彦 広 島

委員 越智　克昌 愛 媛

委員 岩下　敏和 熊 本

指導者育成委員会 委員長 篠邉　 　保 愛 知

副委員長 井田　博史 東 京

委員 小野寺　剛 東 京

委員 松口　友也 神奈川

委員 浅川　陽介 東 京

委員 中本　裕二 広 島

委員 東海林　裕晴 秋 田

委員 大野　勝敏 埼 玉

委員 畑　瑠璃華 東 京

生涯スポーツ 委員会 委員長 額賀　富雄 茨 城

副委員長 和歌浦　京子 新 潟

委員 加藤   　勉 栃 木

委員 椎名　顕子 愛 媛

委員 普天間　富士子 沖 縄

小学生部会 部会長 長岡　敏久 埼 玉

副部会長 和歌浦　京子 新 潟

委員 廣島　義清 北海道

委員 小向　勝利 青 森

委員 花園　安紀 東 京

委員 新嶋　佐知子 群 馬

委員 友谷　往弘 大 阪

委員 宇野　一行 愛 媛
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委員 渡瀬　義正 静 岡

委員 畠山　洋二 広 島

委員 中村　正広 福 岡

シニア部会 部会長 當瀬　純一 宮 崎

副部会長 和歌浦　京子 新 潟

委員 鍵　    　茂 宮 城

委員 石川　雅利 千 葉

広報委員会 委員長 山下　晴海 埼 玉

副委員長 たむら　けんじ 兵 庫

委員 工藤　聡子 青 森

委員 萩原　廣一 神奈川

委員 上野　 　渉 石 川

委員 斎藤　啓祐 愛 知

委員 田中　和雄 広 島

委員 清水　直也 広 島

委員 手嶋　良介 佐 賀

機関誌部会 部会長 井上　光子 千 葉

副部会長 たむら　けんじ 兵 庫

委員 臼田　 　弘 千 葉

委員 古川　忠志 千 葉

委員 近藤　貴予 東 京

委員 鬼束　二三江 神奈川

委員 原　　 美香 神奈川

委員 井上　まゆ美 東 京

会員登録委員会 委員長 浪岡　正行 岩 手

副委員長 森田　賢二 兵 庫

委員 たむら　けんじ 兵 庫

委員 鳥羽　敬子 三 重

委員 松田　孝志 宮 城

中学生部会 部会長 大房　裕司 東 京

副部会長 高橋 　　茂 東 京

委員 足立　真一 静 岡

委員 木所　一典 栃 木

委員 安藤　正視 東 京

委員 香川 　　翔 香 川

高校生部会 部会長 足立　真一 静 岡

副部会長 大槻　範和 長 崎

委員 石岡　重光 京 都

委員 根本　光泰 宮 城

委員 榎並　紳吉 東 京

委員 下和田　貴之 東 京

大学生部会 部会長 山下　晴海 埼 玉

副部会長 小峯　秋二 富 山

委員 小野寺　剛 東 京

委員 篠原　秀典 東 京
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委員 村山　孝之 石 川

国際委員会 委員長 玉木　 　進 東 京

副委員長 浪岡　正行 岩 手

委員 大野　勝敏 埼 玉

委員 中本　裕二 広 島

委員 橋本　茂樹 東 京

委員 神戸　博幸 埼 玉

委員 山岸　慎司 東 京

委員 関川　丈彦 新 潟

委員 蒲原　英敏 広 島

委員 中道　大輔 京 都

委員 井田　博史 東 京

委員 小林　琢磨 愛 媛

委員 富永　 　陽 東 京

委員 野際　照章 京 都

オリンピック参入推進部会 部会長 加藤　育広 秋 田

副部会長 玉木　　進 東 京

委員 小峯　秋二 富 山

委員 清水   　論 茨 城

委員 脇田　   愛 神奈川

委員 星　   祥子 千 葉

委員 橋本　茂樹 東 京

委員 笠原　亜希子 石 川

医科学委員会 委員長 井田　博史 東 京

副委員長 森田　賢二 兵 庫

委員 守重　昌彦 東 京

委員 藤島　淑子 神奈川

委員 川上　晃司 兵 庫

医学部会 部会長 守重　昌彦 東 京

副部会長 越智　   朗 愛 媛

委員 出家　正隆 愛 知

委員 藤島　淑子 神奈川

委員 梶山　祥子 広 島

委員 山田   　隆 東 京

委員 目加田　優子 東 京

委員 今井   　愛 神奈川

委員 藤本   　陽 静 岡

委員 國友　耕太郎 熊 本

委員 植田　由依 千 葉

委員 小久保　友貴 愛 知

委員 江夏　元揚 東 京

委員 檮木   　治 東 京

ｱﾝﾁ･ﾄﾞｰﾋﾟﾝｸﾞ部会 部会長 藤島　淑子 神奈川

副部会長 浪岡　正行 岩 手

委員 井上　光子 千 葉
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委員 井田　博史 東 京

委員 上遠野　久美 福 島

委員 玉木　 　進 東 京

委員 梶山　祥子 広 島

委員 守重　昌彦 東 京

委員 神保　 　綾 埼 玉

委員 尹　 　美帆 滋 賀

委員 烏山　   司 福 岡

委員 内田　美伽 栃 木

トレーナー部会 部会長 川上　晃司 兵 庫

副部会長 當瀬　純一 宮 崎

委員 東　 　知宏 北海道

委員 工藤　梨乃 兵 庫

委員 深間内　誠 三 重

委員 髙川　亜紀 広 島

委員 中野　道治 大 阪

委員 兼平　智孝 宮 城

委員 土井内　友巳奈 京 都

委員 田中　京介 熊 本

委員 永野　康治 東 京

委員 市山　裕梨 大 阪

委員 溝口　英二 大 阪

委員 北村   　塁 北海道

委員 来住野　麻美 東 京

委員 平良　明日香 京 都

委員 佐藤　美穂 山 口

委員 木村   　透 福 井

委員 千葉　秀也 宮 城

ｽﾎﾟｰﾂ科学部会 部会長 井田　博史 東 京

副部会長 井上　光子 千 葉

委員 緒方　貴浩 東 京

委員 永野　康治 東 京

委員 福原　和伸 神奈川

委員 村山　孝之 石 川

委員 篠原　秀典 東 京

委員 川上　晃司 兵 庫

委員 高橋　和孝 神奈川

委員 小倉　彩音 東 京

委員 黒田　奈穂子 岡 山

ICTｼｽﾃﾑ委員会 委員長 天野　晴夫 三 重

副委員長 森田　賢二 兵 庫

委員 大前　秀樹 広 島

委員 木所　一典 栃 木

委員 内田　裕行 東 京

委員 石坂　欣也 東 京
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委員 加藤　茂 岐 阜

環境･教育委員会 委員長 和歌浦　京子 新 潟

副委員長 額賀　富雄 茨 城

委員 松田　孝志 宮 城

委員 岡村　勝幸 山 梨

委員 新保　俊彦 青 森

用具・用品・施設委員会 委員長 山下　晴海 埼 玉

副委員長 安藤　正美 香 川

委員 額賀　富雄 茨 城

委員 鈴木　敏雄 神奈川

委員 堀越　   浩 千 葉

指導基本規程違反救済審査委員会 委員長 森田　賢二 兵 庫

副委員長 石川　雅利 千 葉

委員 野際　照章 京 都

委員 霊池　恵量 愛 知

委員 石井　友梨 京 都

倫理・コンプライアンス 委員会 委員長 大前　秀樹 広 島

副委員長 清水　   論 茨 城

委員 運上　琢諭 北海道

委員 佐藤　栄一 群 馬

委員 櫻井　資悦 千 葉

委員 中元　正人 熊 本

危機管理委員会 委員長 大前　秀樹 広 島

副委員長 篠邉　 　保 愛 知

委員 北本　英幸 石 川

委員 佐藤　栄一 群 馬

委員 堀越　   浩 千 葉

委員 小野間　幸一 福 島

委員 重平　静洋 岡 山

委員 中元　正人 熊 本

アスリート委員会 委員長 髙井　志保 大 阪

副委員長 浅川　陽介 東 京

委員 井田　博史 東 京

委員 畑　瑠璃華 東 京

委員 船水　颯人 東 京

委員 石井　友梨 京 都

競技者資格 委員会 委員長 當瀬　純一 宮 崎

副委員長 安藤　正美 香 川

委員 山下　晴海 埼 玉

委員 柏倉　達雄 山 形

委員 永井　茂樹 石 川

委員 小脇　静香 千 葉

マーケティングプランニング委員会 委員長 加藤　石根 東 京

副委員長 加藤　育広 秋 田

委員 髙井　志保 大 阪
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委員 脇田   　愛 神奈川

委員 田中　和雄 広 島

委員 皆呂　充亮 東 京

委員 田中　 　剛 東 京

委員 篠原　秀典 東 京

委員 星　   祥子 東 京

委員 山岸　慎司 東 京

定款・規程改定検討委員会 委員長 運上　琢諭 北海道

副委員長 大地本　一到 島 根

委員 足立　真一 静 岡

委員 中元　正人 熊 本

委員 清水   　論 茨 城

スポーツ団体ガバナンスコード推進委員会 委員長 大地本　一到 島 根

副委員長 運上　琢諭 北海道

委員 安藤　正美 香 川

委員 大前　秀樹 広 島

委員 清水　 　諭 茨 城

委員 中元　正人 熊 本

運動部活動地域移行推進委員会 委員長 小峯　秋二 富 山

副委員長 加藤　育広 秋 田

委員 大房　裕司 東 京

委員 皆呂　充亮 東 京

委員 星　 　祥子 東 京

委員 石岡　重光 京 都

委員 上田　竜次 京 都

委員 香川　   翔 香 川

委員 朴　   相俊 長 野

委員 関口　昌和 広 島

【事務局】　令和6年3月31日現在

事務局長 荒木　朋子

職　　　員 大八木　洋子　　　清水　望　　　佐藤　成敏

常勤嘱託職員 渡部　誠之　　　　星　佳代子　　樋口　一生
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令和5年度

本 部 功 労 者

支 部 功 労 者

優 秀 監 督

優 良 団 体

優 秀 選 手

国 際 大 会 入 賞 者

表彰者・ランキング名簿

ラ ン キ ン グ 選 手

日 本 ス ポ ー ツ 賞

公益財団法人 日本ソフトテニス連盟



額賀富雄

別紙

別紙

最優秀監督 実業団 男　子 堀　晃大（広島・ＮＴＴ西日本）

女　子 田中　弘（東京・ナガセケンコー）

大　学 男　子 北本　英幸（日本学連・明治大学）

女　子 篠原　秀典（日本学連・日本体育大学）

高　校 男　子 森　博朗（香川・尽誠学園高校）

女　子 村田　真紀乃（三重・三重高校）

中　学 男　子 小牧　幸二（大阪・上宮学園中学校）

女　子 中村　正直（大阪・昇陽中学校）

小学生 男　子 丹羽　信貴（愛知・安城ジュニアクラブ）

女　子 馬島　靖明（兵庫・上郡ジュニアクラブ）

優秀監督 実業団 男　子 村田　直樹（京都・ワタキューセイモア）

女　子 岡部　勝式（兵庫・東芝姫路）

大　学 男　子 大門　俊彦（日本学連・中央大学）

女　子 穴田　敦子（日本学連・神戸松蔭女子学院大学）

高　校 男　子 中津川　澄男（宮城・東北高校）

女　子 中山　陽司（和歌山・和歌山信愛高校）

中　学 男　子 遠藤　優介（埼玉・上青木中学校）

女　子 万治　恭子（岡山・山陽学園中学校）

小学生 男　子 足立　智昭（兵庫・和田山ジュニアクラブ）

女　子 相沢　栄（新潟・白根クラブ）

最優秀選手 男　子

女　子

優秀選手 男　子

女　子

敢闘選手 男　子

女　子

上松　俊貴

７．国際大会入賞者 別紙

６．日本スポーツ賞

前田 梨緒（兵庫・須磨学園高校）

中谷 さくら（兵庫・須磨学園高校）

片岡　暁紀（日本学連・日本体育大学）

黒坂　卓矢（日本学連・日本体育大学）

梶尾　明日香（京都・ワタキューセイモア）

古田　麻友（京都・ワタキューセイモア）

広岡　宙（広島・ＮＴＴ西日本）

長江　光一（広島・ＮＴＴ西日本）

志牟田　智美（兵庫・東芝姫路）

根岸　楓英奈（兵庫・東芝姫路）

船水　颯人（東京・稲門クラブ）

上松　俊貴（広島・ＮＴＴ西日本）

１．本部功労者　　　 (日本連盟理事)

２．支部功労者

３．優良団体

４．優秀監督

５．優秀選手
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支 部 名 支 部 功 労 者 支 部 功 労 者 優 良 団 体

1 北 海 道 石 上 正 博 横 道 豊 北海道高体連ソフトテニス専門部

2 青 森 工 藤 聡 子 佐 々 木 公 貴 弘前あすなろジュニアソフトテニスクラブ

3 岩 手 中 澤 克 彦 菊 地 貴 和 子 宮古市ソフトテニス協会

4 宮 城 根 本 正 枝 江 刺 知 恵 子 鶯沢ソフトテニススポーツ少年団

5 秋 田 島 村 和 彦 武 藤 雅 洋 Ａ.star

6 山 形 長 岡 均 髙 橋 正 彦 酒田南高等学校

7 福 島 梁 取 哲 夫 関 根 孝 司 福島ＢＰＣ

8 茨 城 矢 野 重 三 今 宮 慎 一 郎 日立ＳＳＴクラブ

9 栃 木 五 十 畑 覚 平 山 一 浩 黒磯ソフトテニス倶楽部

10 群 馬 古 寿 田 久 雄 星 野 幸 弘 中之条ソフトテニススポーツ少年団

11 埼 玉 大 塚 信 英 眞 仁 田 統 比企ソフトテニス連盟

12 千 葉 石 橋 信 彦 三 橋 道 男 茂原市ソフトテニス連盟

13 東 京 成 瀬 健 一 高 木 大 作 銀座蒼穹会

14 神 奈 川 大 中 和 彦 木 村 克 子 大和ジュニアソフトテニスクラブ

15 山 梨 太 田 郁 生 － 山梨県立笛吹高等学校

16 新 潟 本 間 俊 文 磯 部 正 明 新津ジュニアソフトテニス教室

17 長 野 林 啓 － 松本平百歳会

18 富 山 吉 田 健 二 － ウェーブ富山

19 石 川 小 原 信 幸 － －

20 福 井 安 田 正 之 西 田 正 則 福井大学教育地域科学部付属中学校ソフトテニス部

21 静 岡 渡 瀬 義 正 石 川 英 樹 －

22 愛 知 小 森 幸 彦 須 原 常 忠 豊田クラブ

23 三 重 三 田 広 米 田 成 顕 四日市ジュニアソフトテニスクラブ

24 岐 阜 中 村 幸 一 鈴 木 浩 一 路 金華クラブ

25 滋 賀 勝 見 直 樹 北 村 和 成 比叡山高等学校ソフトテニス部

26 京 都 上 田 よ し 子 伊 藤 雅 史 －

27 大 阪 飯 伏 忠 幸 村 田 毅 門真市ソフトテニス連盟

28 兵 庫 高 瀬 善 久 稲 盛 裕 西代レディース

29 奈 良 坂 口 美 喜 代 増 田 一 成 川西町･三宅町 式下中学校組合立式下中学校ソフトテニス部

30 和 歌 山 髙 山 勉 竹 中 和 史 きのくに信用金庫ソフトテニス部

31 鳥 取 安 達 功 － －

32 島 根 真 玉 浩 二 － 島根県立浜田高等学校ソフトテニス部

33 岡 山 今 川 彰 竹 村 信 明 新見ソフトテニスクラブ

34 広 島 田 中 敏 雄 － 五日市南

35 山 口 黒 瀬 宰 司 梶 山 百 合 夫 山口県立南陽工業高等学校

36 徳 島 平 井 琢 二 － 阿南工業高等専門学校

37 香 川 田 岡 美 里 吉川　千穂子 －

38 愛 媛 天 野 裕 － 新田高等学校ソフトテニス部

39 高 知 小 笠 原 豊 林 憲 之 高知県立岡豊高等学校ソフトテニス部

40 福 岡 川 浪 一 洋 樋 口 和 親 福大クラブ

41 佐 賀 七 田 俊 文 山 口 哲 紀 小城ソフトテニス協会

42 長 崎 野 中 博 美 長 嶋 正 和 －

43 熊 本 西 浦 彰 洋 吉 田 仁 －

44 大 分 小 川 太 海 大 池 ミ キ －

45 宮 崎 渋 田 勝 基 岩 切 孝 治 －

46 鹿 児 島 藤 元 弘 穀 﨑 田 勝 鴨池ソフトテニス･スポーツ少年団

47 沖 縄 － － －

48 日 本 学 連 林　研一 福島　采美 北海道学生ソフトテニス連盟

49 高 体 連 菊 本 泰 明 石 川 正 幸 東北高等学校男子ソフトテニス部

50 中 体 連 小 牧 幸 二 中 村 正 直 －

39団体

（敬称略）

令和5年度　支部功労者・優良団体

合 計 89名
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1 国別対抗 団 長 ：　佐藤健司

マネージャー　：川上晃司

優 勝 日本男子チーム

監 督 :中堀成生　　　　　コーチ :篠原秀典　　　　　トレーナー :兼平智孝 

選 手 : 廣岡　宙、船水颯人、上松俊貴、内本隆文、内田理久

優 勝 日本女子チーム

監 督 :佐藤英宣　　　　　コーチ :三浦洋美　　　　　トレーナー :市山裕梨 

選 手 : 高橋乃綾、志牟田智美、尾上胡桃、渡邉絵美菜、久保晴華

2 ミックスダブルス

優 勝 上松俊貴・高橋乃綾 ペア

準 優 勝 内田理久・志牟田智美 ペア

3 男子シングルス

優 勝 上松俊貴

4 女子シングルス

準 優 勝 高橋乃綾

国　際　大　会　入　賞　者

第 19 回 ア ジ ア 競 技 大 会
（中国・杭州市）
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令和5年度　　ソフトテニスランキング

広岡　宙 志牟田　智美

長江　光一 根岸　楓英奈

船水　颯人 東京 稲 門 ク ラ ブ 前田 梨緒

上松　俊貴 広島 NTT 西 日 本 中谷 さくら

片岡　暁紀 梶尾　明日香

黒坂　卓矢 古田　麻友

内本　隆文 高橋　乃綾

内田　理久 岩倉　彩佳

丸中　大明 小林　愛美

村上　雄人 吉田　澪奈

荒木　駿 鈴木　理奈

矢野　颯人 白﨑　ひかる

黒須　柾暉 久保田 茜

西本 一雅 原 千晴

竹田 凌 箱崎 愁里

増田 洋五豊 藤城　みちる

橋場 柊一郎 山田 葉七

菊山 太陽 染井 優海

上岡　俊介 貝瀬　ほのか

丸山　海斗 渡邉　絵美菜

安藤　優作 東京 東 京 ガ ス 上野 小町

安藤　圭祐 愛知 東 邦 ガ ス 根岸 桃亜奈

本倉 健太郎 原口 美咲

林 佑太郎 辻倉 奈津

坂口 生磨

野本 凌生

7

1

7

6

8 日本学連

7

4

広島 Ｎ Ｔ Ｔ 西 日 本

総　合　女　子

日本学連

兵庫

兵庫

ワタキューセイモア

総　合　男　子

広島

日本学連

東京

3

2

Ｎ Ｔ Ｔ 西 日 本広島

広島 東 芝 姫 路Ｎ Ｔ Ｔ 西 日 本1

日本学連 日 本 体 育 大 学

ヨ ネ ッ ク ス

3

5

4

2 須 磨 学 園 高 校

京都

どんぐ り北 広 島

東京女子体育大学

四 国 大 学

早 稲 田 大 学

日本学連

5

日本学連 國 學 院 大 學 國 學 院 大 學日本学連

6

10

9

10 東京 ヨ ネ ッ ク ス

日 本 体 育 大 学

8

10

日本学連 東京女子体育大学

京都 ワタキューセイモア

日本学連 法 政 大 学

京都 Up Ｒise

10 香川

10 東京 ナガセ ケン コ ー

10 広島 Ｎ Ｔ Ｔ 西 日 本 10

尽誠学園高校

4



令和5年度　　ソフトテニスランキング

船 水 颯 人 東京 稲 門 ク ラ ブ 高 橋 乃 綾

上 松 俊 貴 広島 Ｎ Ｔ Ｔ 西 日 本 岩 倉 彩 佳

広 岡 宙 根 岸 楓 英 奈

長 江 光 一 志 牟 田 智 美

丸 中 大 明 原 口 美 咲

村 上 雄 人 古 田 麻 友

内 本 隆 文 梶 尾 明 日 香

内 田 理 久 辻 倉 奈 津

本 倉 健 太 郎 宮 原 あ か り

林 佑 太 郎 岡 野 若 奈

川 﨑 浩 希 後 藤 理 子 神奈川 ＪＯＨＮＮＹ’Ｓ

星 野 雄 慈 河 村 希 美 千葉 ル ー セ ン ト

福 田 成 海 松 田 彩 野

國 松 貴 洋 坂 本 茉 梨 乃

安 藤 優 作 東京 東 京 ガ ス 早 川 日 向

安 藤 圭 祐 愛知 東 邦 ガ ス 木 原 恵 菜

宮 下 裕 司 兵庫 姫 路 ア ニ マ ル ズ 佐 々 木 舞

花 田 周 弥 和歌山 和 歌 山 県 庁 山 本 香 織

早 瀬 友 和 松 葉 ク ラ ブ 髙 橋 和 恵 山形 山 形 市 役 所

鶴 見 和 生 東 邦 ガ ス 三 浦 洋 美 群馬 Ｐ ａ ｌ ａ ｉ ｓ ｔ ｒ ａ

丸 山 秀 樹 ＭＡＲＵ ＳＰＯＲＴＳ 吉 崎 香 奈 絵 Ｂ － Ｊ Ｏ Ｒ Ｋ Ｅ Ｒ

児 玉 浩 太 佐 世 保 市 協 会 谷 口 翔 子 ク レ イ ン ズ ク ラ ブ

濵 田 冬 威 大阪 東 大 阪 市 協 会 泉 咲 子

曽 我 部 卓 司 兵庫 兵 庫 フ レン ドリ ーク ラブ 足 立 香 織

中 堀 成 生 片 山 順 子

森 本 英 揮 中 牟 田 千 恵

岩 永 淳 広島 Ｎ Ｔ Ｔ 西 日 本 中 国 酒 井 貴 子 ＢＬＵＥ　ＴＡＫＡＸ

奥 村 陸 矢 福岡 綾 小 路 ク ラ ブ 三 ツ 木 和 子 ミ ド ウ ク ラ ブ

中 野 淳 新潟 謙 桜 ク ラ ブ 寺 田 祥 子 三重 五 十 鈴 ク ラ ブ

朴 相 俊 長野 Ｈ Ｉ Ｎ － Ｈ Ｉ Ｎ 成 田 扶 美 代 大阪 Ｋ Ｅ Ｎ Ｋ Ｏ

渡 部 繁 樹 朝 日 Ｓ Ｔ Ｃ 嶽 本 由 紀

末 吉 巌 デ ン ソ ー 橋 口 ゆ う 子

片 峯 俊 和 宮 尾 真 由 美 埼玉 所 沢 ペ ア ー ト ク ラ ブ

篠 原 和 彦 花 園 安 紀 東京 杉 並 文 化 ク ラ ブ

木 下 春 義 大分 中 津 工 業 Ｏ Ｂ ク ラ ブ 大 高 さ お り

今 村 義 美 香川 な か よ し ク ラ ブ 鈴 木 由 美 子

北 野 敏 明 大阪 堺 連 盟 原 口 増 美

豊 田 雅 孝 愛知 清 須 ク ラ ブ 川 西 加 余 子

濵 田 英 明 東京 練 馬 ソ フ ト 浦 川 真 紀 宇 土 ク ラ ブ

八 巻 一 也 山梨 新 星 ク ラ ブ 前 田 ひ と み ア タ ッ ク ク ラ ブ

東京

鹿児島 新 星 レ デ ィ ー ス

広島

長崎

ど ん ぐ り 北 広 島

福岡 福 大 ク ラ ブ

3 3

2

3

広島

福岡

3

2

愛知

3

シ ニ ア 女 子 ５ ０

男 子 ４ ５

大分

京都

1

3

1

兵庫

5

東 芝 姫 路

京都 ワ タ キ ュ ー セ イ モ ア

京都 ワ タ キ ュ ー セ イ モ ア

東 芝 姫 路兵庫

3

男 子 ３ ５

3

5

3

1

2

4

5

2

Ｎ Ｔ Ｔ 西 日 本3

5

2

3

愛知

Ｔ Ｏ Ｔ Ｏ

5

3

2

1

社 会 人 男 子

Ｎ Ｔ Ｔ 西 日 本

社 会 人 女 子

1 1

3

2

3

2

1

女 子 ４ ５

3

1

シ ニ ア 男 子 ５ ０

5

5

女 子 ３ ５

東京 ナ ガ セ ケ ン コ ー

埼玉 ア キ ム 5 ア ド マ テ ッ ク ス

広島

広島 Ｎ Ｔ Ｔ 西 日 本

北海道

ス ポ ー ツ マ ン ・ シ ッ プ

ＳＡＫＵＲＡ ＳＴＳ

Ｎ Ｔ Ｔ 西 日 本 中 国

広島

広島

京都

Ｎ Ｔ Ｔ 西 日 本

宮城 け や き ク ラ ブ

福 大 ク ラ ブ

ワ タ キ ュ ー セ イ モ ア

愛知

熊本

福岡

5



令和5年度　　ソフトテニスランキング

千 野 一 也 た ち ば な ク ラ ブ 片 山 順 子

堀 越 晴 夫 板 橋 倶 楽 部 中 牟 田 千 恵

佐 藤 喜 芳 中 辻 孝 子 大阪 Ｍ Ｅ Ｗ Ｓ

小 島 治 上 門 美 登 利 滋賀 大 津 な で し こ

榎 本 武 男 愛知 刈 谷 ク ラ ブ 東 純 子 兵庫 今 津 ク ラ ブ

坂 本 典 久 三重 宇治山田高校ＯＢクラブ 渡 邊 由 佳 子 大阪 Ｒ Ｉ Ｓ Ｅ

坂 直 樹 相 沢 洋 子 宮城 ｆ ｒ ａ ｔ ｔ ｏ ク ラ ブ

坂 敦 司 島 村 奈 緒 美 茨城 日 立 は ま ゆ う ク ラ ブ

熊 倉 高 志 若 水 ク ラ ブ 稲 田 次 美 愛媛 愛 媛 県 レ デ ィ ー ス 協 会

丸 岡 昇 司 Ｊ Ｒ 四 国 中 尾 信 子 大阪 フ リ ー ク ラ ブ

小 林 和 義 桶 川 Ｓ Ｔ Ｃ 打 和 久 美 子

増 田 隆 行 さ く ら そ う ク ラ ブ 神 社 純 子

岡 田 賢 一 富 士 桜 部 屋 相 澤 真 里 子 鳥取 東 伯 ク ラ ブ

赤 津 義 昭 練 馬 ソ フ ト 樋 口 由 美 岡山 岡 山 カ ト レ ア

片 山 公 三 青 木 智 子 箕 面 サ ン グ リ ー ン

安 藤 光 基 村 上 維 久 子 吹 田 ク ラ ブ

常 久 正 則 プ ロ シ ー ド 金 子 由 美 神奈川 横 浜 ス マ イ ル

藤 原 潔 志 瀬 戸 ク ラ ブ 春 日 君 江 東京 チ ー ム Ｎ Ａ Ｒ Ｏ

片 山 栄 二 郎 岡山 粒 江 ク ラ ブ 宮 岸 真 弓 旭 川 の ん び り ク ラ ブ

須 藤 繁 鳥取 城 山 ク ラ ブ 津 田 妙 子 旭 川 迷 球 会

松 舟 智 明 江 利 角 富 美 子

久 野 彰 二 安 達 伸 子

篠 辺 保 愛知 桜 田 ク ラ ブ 小 野 寺 真 智 子 宮城 け や き ク ラ ブ

石 川 雅 利 千葉 市 川 ク ラ ブ 益 子 益 代 茨城 日 立 は ま ゆ う ク ラ ブ

石 井 定 船 橋 ク ラ ブ 尾 張 由 美

宇 田 典 生 千 葉 県 庁 岩 原 慶 子

宮 崎 幹 男 Ｅ Ｎ Ｅ Ｏ Ｓ 寺 門 恵 子 日 立 す ず ら ん

佐 田 野 勝 ソ フ ト 平 井 石 井 啓 子 日 立 は ま ゆ う

森 島 睦 宏 桐 生 ク ラ ブ 本 田 み な 子 島根 津 田 ク ラ ブ

松 本 元 雄 碓 氷 安 中 ク ラ ブ 木 村 斗 水 代 岡山 倉 敷 さ わ や か 会

中 西 敏 彦 鹿児島 日 曜 ク ラ ブ 渡 辺 啓 子 広 島 愛 々 ク ラ ブ

坂 上 澄 雄 熊本 帯 山 ク ラ ブ 清 水 靜 惠 廿 日 市 ク ラ ブ

木 藤 勝 敏 大阪 大 阪 Ｏ Ｂ 軟 庭 会 秋 山 千 代 子 神奈川 太 陽 ク ラ ブ

豊 福 尚 弘 佐賀 上 峰 ク ラ ブ 協 会 今 西 敏 子 千葉 幸 町 ク ラ ブ

福 島 秀 昭 筒 井 ま さ 子 フ コ ク ク ラ ブ

田 辺 善 則 南 雲 睦 子 よ つ 葉 ク ラ ブ

高 橋 善 盛 枚 方 市 連 盟 中 澤 冨 士 子 深 谷 ラ リ ー

東 好 顕 堺 連 盟 中 野 喜 代 江 浦 和 け や き ク ラ ブ

福 島 利 宏 埼玉 浦 和 ク ラ ブ 植 山 正 子 浦 和 け や き ク ラ ブ

有 馬 勝 正 神奈川 大 和 庭 友 会 大 畑 政 子 鴻 巣 レ デ ィ ス

北海道

茨城

3

福岡

2

愛知 大阪

1

2

3

シ ニ ア 女 子 ６ ５

3

2

神奈川

愛知

3

1

シ ニ ア 女 子 ６ ０

ク レ イ ン ズ

新 町 ク ラ ブ

ス ポ ー ツ マ ン シ ッ プ

1

3

シ ニ ア 女 子 ７ ０

2

群馬

3

3

東京

シ ニ ア 男 子 ６ ０

3 愛知

埼玉

広島

シ ニ ア 女 子 ５ ５

1東京

2

シ ニ ア 男 子 ６ ５

1

3

2

3

埼玉

1

3

3

3

岡山2

群馬

シ ニ ア 男 子 ７ ５

3

シ ニ ア 男 子 ５ ５

1

3

3

2

大阪

3

1

1

愛知

1

3

シ ニ ア 女 子 ７ ５

3

大分

西 大 寺 早 起 ク ラ ブ岡山

シ ニ ア 男 子 ７ ０

3

2

埼玉

守 山 ク ラ ブ

香川

西 尾 Ｓ Ｔ Ａ

岡山

2

ウ イ ン グ ク ラ ブ

千葉

福 大 ク ラ ブ

岡 崎 レ デ ィ ス ク ラ ブ

京都

6
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青 木 東 平 高 羽 邦 子 堺 ミ ル フ ィ ー ズ

木 地 孝 嘉 山 田 悦 子 東 大 阪 ア ミ ー

東 顕 京都 京 都 二 条 ク ラ ブ 近 藤 綾 子 兵庫 二 見 ク ラ ブ

山 田 一 雄 奈良 生 駒 市 協 会 宮 下 恭 子 大阪 フ ァ ニ ー

岩 島 典 男 千葉 中 台 ク ラ ブ 田 中 光 子

高 橋 邦 彦 埼玉 上 福 岡 ク ラ ブ 稲 垣 節 子

出 水 田 芳 男 鹿児島 ク ラ シ ッ ク 鎌 田 節 子 兵庫 三 木 ク ラ ブ

野 間 浩 福岡 日 本 製 鉄 八 幡 新 庄 薫 京都 洛 南 パ ー ソ ン ズ

長 谷 川 憂 華 日本学連 神戸松蔭女子学院大学

広 岡 宙 広島 Ｎ Ｔ Ｔ 西 日 本

丸 中 大 明 広島 Ｎ Ｔ Ｔ 西 日 本

前 田 梨 緒 兵庫 須 磨 学 園 高 校

貝 瀬 ほ の か 東京 ヨ ネ ッ ク ス

高 月 拓 磨 東京 ヨ ネ ッ ク ス

米 川 結 翔 日本学連 明 治 大 学

青 松 淑 佳 日本学連 明 治 大 学

早 川 日 向 東京 ナ ガ セ ケ ン コ ー

松 本 倫 旺 東京 東 京 ガ ス

高 橋 乃 綾 広島 ど ん ぐ り 北 広 島

船 水 颯 人 東京 稲 門 ク ラ ブ

高 橋 偲 広島 ど ん ぐ り 北 広 島

丸 山 海 斗 京都 Up Ｒise

志 牟 田 智 美 兵庫 東 芝 姫 路

内 田 理 久 広島 Ｎ Ｔ Ｔ 西 日 本

花 田 直 弥 京都 京 都 市 役 所 浦 川 真 紀 熊本 宇 土 ク ラ ブ

三 浦 洋 美 群馬 Ｐ ａ ｌ ａ ｉ ｓ ｔ ｒ ａ 木 津 大 幸 大分 SB カ ワ ス ミ

吉 田 里 冴 福岡 ス ポ ー ツ ア イ ラ ン ド 石 森 慶 哉 宮城 Ｋ Ｅ Ｉ Ｓ Ｐ Ｏ Ｒ Ｔ Ｓ

山 﨑 智 彦 佐賀 鳥 栖 ク ラ ブ 堂 上 真 由 子 神奈川 横 須 賀 Ｄ ｒ ｅ ａ ｍ ス ポ 少

小 山 慎 二 小 平 ク ラ ブ 柏 木 恵 太 タ フ マ ン ズ

米 塚 え み 子 武 蔵 野 ク ラ ブ 成 田 扶 美 代 Ｋ Ｅ Ｎ Ｋ Ｏ

立 田 康 明 愛 媛 に ぎ た つ ク ラ ブ 橋 本 綾 子 佐 屋 ク ラ ブ

三 好 朋 美 若 葉 ク ラ ブ 山 田 博 義 豊 田 自 動 織 機

櫻 井 佳 子 豊 田 ク ラ ブ 宮 尾 真 由 美 埼玉 所 沢 ペ ア ー ト ク ラ ブ

藤 井 忠 彦 知 立 連 盟 堀 越 晴 夫 東京 板 橋 倶 楽 部

加 藤 敏 治 デ ン ソ ー 千 野 一 也 東京 た ち ば な ク ラ ブ

松 嶋 晴 美 豊 田 ク ラ ブ 宮 崎 公 恵 熊本 人 吉 ク ラ ブ

原 口 増 美 福 大 ク ラ ブ 山 本 一 也 広 島 ク ラ ブ

篠 原 和 彦 Ｔ Ｏ Ｔ Ｏ 山 本 敏 美 ど り ー む ク ラ ブ

寺 田 祥 子 三重 五 十 鈴 ク ラ ブ 永 奥 秀 敏

今 村 義 美 香川 な か よ し ク ラ ブ 菅 原 啓 子
広 島 中 央 ク ラ ブ

葵 ク ラ ブ

大阪

愛知

愛知

福岡

広島

広島3

2

愛知

東京

愛媛

2

1

ミ ッ ク ス ダ ブ ル ス ５ ０

1

3

七 宝 町 ソ フ ト テ ニ ス

2

1

3

ミ ッ ク ス ダ ブ ル ス ４ ５

3

シ ニ ア 女 子 ８ ０

3

5

5

3

3

1

シ ニ ア 男 子 ８ ０

2

1

愛知1

3

3

1

ミ ッ ク ス ダ ブ ル ス ５ ５

3

3

大阪

2

2

3

ミ ッ ク ス ダ ブ ル ス ３ ５

2

5

5

愛知3

3

ミ ッ ク ス ダ ブ ル ス 一 般

7



令和5年度　　ソフトテニスランキング

鈴 木 明 美 埼玉 川 口 ク ラ ブ 小 林 孝 志

松 本 宣 博 熊本 宇 土 ク ラ ブ 小 林 き み 子

大 谷 美 佐 徳島 阿 南 ク ラ ブ 新 開 均 徳島 永 遠 ク ラ ブ

松 村 俊 介 熊本 松 橋 ク ラ ブ 伴 戸 明 己 北海道 札 幌 白 石 ク ラ ブ

小 林 和 義 桶 川 Ｓ Ｔ Ｃ 松 本 厚 子 高 梁 協 会

中 山 広 子 さ い た ま ド リ ー ム ク ラ ブ 片 山 栄 二 郎 粒 江 ク ラ ブ

荒 木 義 幸 熊本 苓 北 ク ラ ブ 春 日 君 江 東京 チ ー ム Ｎ Ａ Ｒ Ｏ

久 富 貴 美 代 大阪 堺 レ デ ィ ー ス 阿 部 藤 彦 神奈川 三 菱 重 工 相 模 原

坂 上 澄 雄 帯 山 ク ラ ブ

越 川 久 美 子 松 橋 ク ラ ブ

杉 山 泰 久

中 谷 順 子

上 野 敏

山 本 明 美

渡 部 良 蒼 翠 会

本 田 み な 子 津 田 ク ラ ブ

1 塚 本 光 琉 愛知 朝 日 丘 中 学 校 1 廣 瀬 礼 衣 愛知 朝 日 丘 中 学 校

2 田 中 暖 人 愛知 朝 日 中 学 校 2 渡 邉 愛 梨 東京 高 南 中 学 校

3 野 田 悠 貴 東京 清 明 学 園 中 学 校 3 大 武 夢 菜 福島 西 袋 中 学 校

3 宮 田 亮 徳島 市 場 中 学 校 3 起 田 亜 旺 愛知 植 田 中 学 校

1 植 田 璃 音 奈良 高 田 商 業 高 校 1 前 川 愛 生 広島 広 島 翔 洋 高 校

2 坂 口 生 磨 香川 尽 誠 学 園 高 校 2 竹 村 瑠 稀 愛 青森 平 賀 西 中 学 校

3 水 木 洸 宮城 東 北 高 校 3 浦 山 皐 和歌山 和 歌 山 信 愛 高 校

3 宮 田 成 将 香川 尽 誠 学 園 高 校 3 竹 平 碧 純 兵庫 那 波 中 学 校

1 橋 場 柊 一 郎 日本学連 法 政 大 学 1 青 松 淑 佳 日本学連 明 治 大 学

2 足 利 颯 太 岡山 岡 山 理 大 附 高 校 2 前 田 梨 緒 兵庫 須 磨 学 園 高 校

3 野 本 凌 生 香川 尽 誠 学 園 高 校 3 中 谷 さ く ら 兵庫 須 磨 学 園 高 校

3 根 岸 澪 紋 宮城 東 北 高 校 3 宮 前 希 帆 広島 広 島 翔 洋 高 校

塚 本 光 琉 愛知 朝 日 丘 中 学 校 大 武 姫 菜

宮 田 亮 徳島 市 場 中 学 校 大 武 夢 菜

野 田 悠 貴 浅 井 優 里

林 田 遼 太 郎 起 田 亜 旺

近 藤 伶 音 阿 部 寧 々

齋 藤 亘 馬 島 汐 理

田 中 暖 人 愛知 朝 日 中 学 校 野 上 怜 奈 岩 国 Ｓ Ｔ Ｃ キ ッ ズ

桐 山 柊 介 埼玉 上 青 木 中 学 校 上 田 莉 咲 光 ジ ュ ニ ア

埼玉

3

1 埼玉

ジ ュ ニ ア シ ン グ ル ス Ｕ ‐ 20 女 子

ジ ュ ニ ア ダ ブ ル ス Ｕ ‐ 14 女 子

岡山

ジ ュ ニ ア シ ン グ ル ス Ｕ ‐ 17 女 子

COC ク ラ ブ

ミ ッ ク ス ダ ブ ル ス ６ ５

1

3

3

2

3

3

3

ジ ュ ニ ア シ ン グ ル ス Ｕ ‐ 14 男 子

1

ミ ッ ク ス ダ ブ ル ス ６ ０

2

ジ ュ ニ ア ダ ブ ル ス Ｕ ‐ 14 男 子

ミ ッ ク ス ダ ブ ル ス ７ ０

3

2

2

1

3

ジ ュ ニ ア シ ン グ ル ス Ｕ ‐ 17 男 子

3

1

3

ジ ュ ニ ア シ ン グ ル ス Ｕ ‐ 20 男 子

岡山

熊本

埼玉 所 沢 ペ ア ー ト ク ラ ブ

福岡 福 岡 ク ラ ブ

ジ ュ ニ ア シ ン グ ル ス Ｕ ‐ 14 女 子

島根

福島 西 袋 中 学 校

愛知 植 田 中 学 校

山 陽 学 園 中 学 校

東京 清 明 学 園 中 学 校

静岡 静 岡 大 附 島 田 中 学 校

山口

2
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令和5年度　　ソフトテニスランキング

南 龍 之 介 天 間 麗 奈

竹 内 慶 悟 前 川 愛 生

米 川 雅 翔 香川 尽 誠 学 園 高 校 大 釜 彩 乃

原 田 有 群馬 ス マ イ リ ー Ｓ Ｔ Ｃ 池 田 つ ば き

前 田 蒼 生 野 間 結 菜

荻 谷 侑 磨 竹 田 羽 花

内 田 陽 斗 伊 藤 美 咲 華

宮 田 成 将 廣 瀬 礼 衣

橋 場 柊 一 郎 法 政 大 学 濱 島 怜 奈 國 學 院 大 學

黒 坂 卓 矢 日 本 体 育 大 学 左 近 知 美 日 本 体 育 大 学

武 市 大 輝 中 央 大 学 岩 元 望 美

菊 山 太 陽 法 政 大 学 岩 元 愛 美

清 水 駿 大阪 上 宮 高 校 吉 木 理 彩 日 本 体 育 大 学

小 泉 瑠 唯 岡山 岡 山 理 大 附 高 校 大 野 栞 明 治 大 学

田 中 蘭 聖 天 間 美 嘉

保 住 弥 英 髙 橋 ひ か る

1 上 松 俊 貴 広島 Ｎ Ｔ Ｔ 西 日 本 1 志 牟 田 智 美 兵庫 東 芝 姫 路

2 船 水 颯 人 東京 稲 門 ク ラ ブ 2 山 田 葉 七 日本学連 東 京 女 子 体 育 大 学

3 丸 山 海 斗 京都 Up Ｒise 3 上 野 小 町 東京 ナ ガ セ ケ ン コ ー

3 広 岡 宙 広島 ＮＴＴ西日本 3 宮 前 希 帆 広島 広 島 翔 洋 高 校

5 溝 端 亮 二 千葉 ふれあいクラブ 5 佐 藤 日 香 莉 福島 石 川 高 校

5 阪 本 崚 京都 ワ タ キ ュ ー セ イ モ ア 5 高 橋 乃 綾 広島 ど ん ぐ り 北 広 島

5 矢 野 颯 人 日本学連 早 稲 田 大 学 5 渡 邉 絵 美 菜 東京 ヨ ネ ッ ク ス

5 米 川 結 翔 日本学連 明 治 大 学 5 箱 崎 愁 里 日本学連 四 国 大 学

片 岡 暁 紀 久 保 田 茜

黒 坂 卓 矢 原 千 晴

黒 須 柾 暉 白 﨑 ひ か る

西 本 一 雅 鈴 木 理 奈

田 中 康 文 天 間 美 嘉

菅 谷 峻 大 高 橋 ひ か る

竹 田 凌 本 間 友 里 那

増 田 洋 五 豊 藤 井 七 海

西 田 駿 人 水 澤 奈 央

幡 谷 康 平 横 山 心 花

永 江 孝 二 郎 古 田 絢 愛

野 田 楓 麿 西 村 麻 央

荒 木 駿 村 上 亜 優

矢 野 颯 人 桐 山 茉 衣 子

吉 田 樹 大 西 愛 香

端 山 羅 行 喜 多 莉 子

3

日本学連

日本学連

大阪

3

2

日本学連

日本学連

日本学連

朝 日 丘 中 学 校

東 北 高 校

ジ ュ ニ ア ダ ブ ル ス Ｕ ‐ 17 女 子

昇 陽 中 学 校

宮城1

2

日本学連 日 本 体 育 大 学

東 京 女 子 体 育 大 学

大 学 女 子

1

1

大阪

ジ ュ ニ ア ダ ブ ル ス Ｕ ‐ 17 男 子

1

尽 誠 学 園 高 校

早 稲 田 大 学

3

5

日本学連

愛知

日本学連

日本学連

姫 路 ふ ぁ み り ー ク ラ ブ

奈良 高 田 商 業 高 校

國 學 院 大 學

福 岡 大 学

日 本 体 育 大 学

東 京 女 子 体 育 大 学

立 教 大 学

早 稲 田 大 学日本学連

日本学連

三重

日本学連

1

3

1

男 子 シ ン グ ル ス

兵庫

3

ジ ュ ニ ア ダ ブ ル ス Ｕ ‐ 20 男 子

大 学 男 子

日本学連

日本学連

日本学連5

3

3

2

5

2

3

國 學 院 大 學

3 3

5

日本学連5

5

日本学連

中 央 大 学

5

5

日本学連

女 子 シ ン グ ル ス

日 本 体 育 大 学

神戸松蔭女子学院大学

3

日 本 体 育 大 学日 本 体 育 大 学

日 本 体 育 大 学

2

福 岡 大 学

日本学連

日本学連

3 日本学連

2

昇 陽 高 校

和歌山 和 歌 山 信 愛 高 校

ジ ュ ニ ア ダ ブ ル ス Ｕ ‐ 20 女 子

三 重 高 校

香川

9



令和5年度　　ソフトテニスランキング

坂 口 生 磨 前 田 梨 緒

野 本 凌 生 中 谷 さ く ら

根 岸 澪 紋 片 山 麻 衣

中 尾 彦 斗 近 藤 明 日 咲

田 中 蘭 聖 樽 村 妹 穏

保 住 弥 英 竹 松 美 紀

藤 﨑 広 大 丸 田 梨 瑚

小 山 寛 晴 高 谷 紗 英

塚 本 星 弥 大 釜 彩 乃

五 島 飛 星 空 池 田 つ ば き

内 田 陽 斗 山 下 永 遠

宮 田 成 将 岩 田 愛 美

浅 見 竣 一 朗 佐 藤 心 美

初 鹿 暁 哉 杉 本 希

南 龍 之 介 大 𫞏 玲 雨

竹 内 慶 悟 岡 美 志

國 松 樹 人 山 室 心 結 姫

鈴 木 煌 吉 田 実 桜

塚 本 大 翔 浦 山 皐

豊 田 祐 冴 辻 ひ な の

藤 木 晴 叶 大 原 彩 葉

出 村 虹 空 加 藤 視 央

長 南 理 大 田 畑 蘭

太 田 遥 来 桑 木 愛 花

笹 井 悠 月 宮 本 愛 梨

山 中 一 世 相 原 愛

若 林 宝 来 半 田 実 来

中 内 謙 秀 永 沢 日 陽 花

青 木 吟 斗 上 田 咲 乃

吉 村 拓 海 杉 本 咲 楽

佐 藤 直 輝 富 永 珠 羽

前 田 英 貴 小 薮 心 愛

三 重 高 校

高 校 男 子

京都 

兵庫

大分

広島

千葉千葉 木 更 津 総 合 高 校

東 北 高 校

三重

広島

9

3

須 磨 学 園 高 校兵庫

5

香川

山形

京都 京 都 光 華 高 校

和歌山

植 草 学 園 大 附 高 校

広 島 翔 洋 高 校

山 形 城 北 高 校

京 都 光 華 高 校

9

9

和 歌 山 信 愛 高 校

香川

昇 陽 高 校大阪

5

5

三重

東 北 高 校

三 重 高 校

岡 崎 城 西 高 校

尽 誠 学 園 高 校

高 田 商 業 高 校

尽 誠 学 園 高 校

兵庫

と わ の 森 三 愛 高 校

宮城

5

3

9

9

9

9

9

9

9

9

9

5

5

3

5

石川 能 登 高 校

中 京 高 校

三重

尽 誠 学 園 高 校

9

北海道

岐阜

三重

三 重 高 校

9

東 北 高 校

9

宮城

香川

愛知

香川

9

5

3

大阪

福岡

2 2

1

中 村 学 園 女 子 高 校

奈良

宮城

香川

尽 誠 学 園 高 校

三 重 高 校

明 豊 高 校

須 磨 学 園 高 校

昇 陽 高 校

広 島 翔 洋 高 校

高 校 女 子

尽 誠 学 園 高 校 1 須 磨 学 園 高 校

10
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前 田 蒼 生 野 間 結 菜

荻 谷 侑 磨 竹 田 羽 花

福 田 喜 大 中 島 ひ め

中 村 悠 人 山 口 優 菜

丹 羽 真 音 伊 藤 美 咲 華

河 合 顕 志 良 廣 瀬 礼 衣

福 見 優 心 阿 部 寧 々

林 寿 李 稀 馬 島 汐 理

石 井 悠 聖 竹 平 碧 純

諏 訪 部 湊 大 石 中 亜 沙 美

的 場 颯 斗 渡 邉 愛 梨

太 田 康 惺 千 葉 美 空

堀 拓 仁 柏 春 花

山 田 宥 心 松 本 怜 奈

近 藤 伶 音 浅 井 優 里

齋 藤 亘 起 田 亜 旺

東 郷 翔 太 天 田 樹 果 伊 丹 ジ ュ ニ ア ク ラ ブ

岡 部 蓮 谷 川 結 梨 潮 の 香 ジ ュ ニ ア ク ラ ブ

北 野 陽 真 ニューウィンズクラブ 野 上 怜 奈 岩 国 Ｓ Ｔ Ｃ キ ッ ズ

那 知 上 晟 生 Ｔ．Ｍクラブ 上 田 莉 咲 光 ジ ュ ニ ア

山 内 航 太 野 口 美 桜

丹 羽 悠 弦 會 田 真 菜 夏

髙 橋 七 瀬 都城アトム 深 井 る る か

松 浦 大 志 清武ジュニア 中 嶋 望

菊 地 煌 成 下 田 百 花

熊 谷 光 輝 西 場 莉 夏

倉 田 峻 輝 松 原 萌 菜 姫 島 ク ラ ブ

當 房 琉 生 加 藤 美 雲 Ｐ Ｕ Ｅ Ｒ Ｉ CLUB

井 上 遥 斗 馬 島 涼 歌

会 田 礼 煌 長 方 香 稟

山 本 悠 人 和 田 明 花 音

髙 原 裕 之 輔 辻 田 麗 夢
上 郡 ジ ュ ニ ア ク ラ ブ

Ｆ Ｓ Ｔ Ａ

5

5

5

中 学 男 子

愛知

高知

朝 日 中 学 校

5

5

3

王寺ジュニアクラブ

5

大阪

岩手

2

1

水沢大鐘ジュニア

5

3

2

3

3

5

小 学 男 子

上 宮 学 園 中 学 校

明 徳 義 塾 中 学 校

わ か く さ

兵庫

5 植 田 中 学 校

兵庫

千葉

王 寺 北 義 務 教 育 学 校

安城ジュニアクラブ

静 岡 大 附 島 田 中 学 校

茨城

3

静岡

奈良

北海道大附旭川中学校

奈良

北海道

小 学 女 子

愛知

山 陽 学 園 中 学 校

ス マ イ リ ー Ｓ Ｔ Ｃ

愛知

5 高 南 中 学 校

奈 良 育 英 中 学 校奈良

岡山

那 波 中 学 校

東京

横 芝 中 学 校

中 学 女 子

1

取 手 第 一 中 学 校5

昇 陽 中 学 校大阪姫 路 ふ ぁ み り ー ク ラ ブ 1

2

兵庫倉敷ジュニアクラブ

朝 日 丘 中 学 校

奈良

東京

大分

兵庫

3

ＡＪクラブ

埼玉

5

上 郡 ジ ュ ニ ア ク ラ ブ

岡山

宮崎

愛知

愛知 5

3

スポーツ少年団山形クラブ山形

群馬

3

2 山口

5

5

兵庫

1

5
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